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総
合
事
業　

介
護
予
防
に
重
点

新
し
い
制
度
「
総
合
事
業
」
で
は
、
65

歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
対
象
と
な
る
一

般
介
護
予
防
事
業
と
、
こ
れ
ま
で
の
介
護

保
険
制
度
の
「
要
支
援
１
・
２
」
を
対
象

に
し
て
き
た
「
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
と

「
介
護
予
防
通
所
介
護
」
を
「
訪
問
型
サ

ー
ビ
ス
」
と
「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
」
に
移

行
し
ま
す
。（
図
１
）

ま
た
、
総
合
事
業
で
は
、
地
域
に
合
っ

た
生
活
支
援
や
介
護
予
防
の
取
り
組
み
を

進
め
、
高
齢
者
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
事

業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
い
生
活
を

い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に

は
、
高
齢
者
自
身
が
地
域
の
中
で
役
割
や

利
用
す
る
に
は

心
身
や
生
活
の
状
況
、
こ
れ
ま
で
の
要

介
護
認
定
や
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
確

認
に
よ
り
、
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

生
き
が
い
を
持
ち
、
地
域
づ
く
り
や
趣
味

の
場
に
参
加
す
る
な
ど
活
動
的
で
張
り
の

あ
る
生
活
を
行
い
、
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

総
合
事
業
で
は
、
対
象
者
一
人
ひ
と
り

の
状
況
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
よ
う
、
従
来
の
介
護
事
業
所
だ
け
で
な

く
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
に
よ
る

効
果
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
を
支

援
し
、
元
気
な
高
齢
者
は
支
え
手
に
な
る

な
ど
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
地
域
の

つ
な
が
り
を
通
じ
て
、
生
き
が
い
や
役
割

を
持
っ
て
過
ご
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
介
護

の
状
態
に
な
ら
な
い
「
健
康
長
寿
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
図
2
）

現
在
、
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
場

合
は
、
有
効
期
間
内
は
継
続
し
て
同
じ
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介護保険
制　度

介
護
予
防
に
重
点

４
月
か
ら
介
護
予
防・日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
ス
タ
ー
ト

介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
、
４
月
か
ら
高
齢
者
の
介
護
予
防
と
日
常
生

活
の
自
立
支
援
の
た
め
の
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
総

合
事
業
）」
が
始
ま
り
ま
す
。

問
介
護
保
険
課
（

71
・
２
４
７
２　

71
・
２
５
０
３
）

　　　　■介護予防・日常生活支援総合事業がスタート

を利用できます。 を利用できます。

介護予防・日常生活支援総合事業

を利用できます。

トピックス 要支援になる前の介護予防で介護保険料の負担減につなげます

少子高齢化社会を迎え、団塊世代が 75 歳以上
となる平成 37（2025) 年までに、後期高齢者数が
これまで以上に急激に伸びることが予想されてい
ます。一方で支え手となる現役世代は減少をたど
ることが見込まれています。介護の給付と負担の
バランスに影響を与え、現役世代の負担や、高齢
者自身の負担も増えることが見込まれるなど、世
代を超えた大きな課題となってきています。

市の高齢者数は 28,876 人（平成 28 年４月現在）
で、総人口に占める高齢化率は、29.4％となって
います。今後、平成 37（2025）年に向け、高齢化
率は 30％前半で推移するものの、介護を必要とす
る 75 歳以上の高齢者は、ますます増えていくと
予想されます。

また、市の介護認定者は年々増加しており、平

成 27 年度末には、高齢者のうち 17.4％が介護認
定を受けています。特に、軽度者といわれる要支
援１、２の人は大きく伸びています。

介護保険制度は公費と 40 歳以上の皆さんの保
険料から運営されています。保険料は、費用の負
担と給付のバランスの中で決められるため、介護
認定を受ける前の段階で介護予防に取り組むこと
が保険料の負担を抑えることにつながります。

図１　総合事業が始まると　（要支援１・２の人のサービス利用の変更点）

図２　総合事業　利用の流れ
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　　　　■介護予防・日常生活支援総合事業がスタート

等
々
力
町
区
の
美
岳
町
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
で
は
、
介
護
予
防
教
室
を
月
１
回
開
催

し
て
い
ま
す
。
毎
回
30
人
程
が
参
加
し
、

１
時
間
30
分
程
度
体
を
動
か
し
ま
す
。
会

長
の
小
林
嘉
久
さ
ん
は
「
美
岳
町
常
会
に

は
１
３
０
世
帯
約
３
９
０
人
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
常
会
の
役
員
を
務
め
た
際
、
高

齢
化
率
が
約
4
割
と
知
り
驚
き
ま
し
た
。

元
々
新
興
住
宅
地
の
た
め
、
常
会
長
と
も

話
し
、
高
齢
者
対
策
な
ど
に
、
人
と
の
絆

を
深
め
、
地
域
の
連
携
を
強
め
て
い
く
必

要
性
を
感
じ
ま
し
た
」
と
活
動
の
き
っ
か

け
を
話
し
ま
す
。

平
成
27
年
7
月
に
近
く
の
穂
高
勤
労
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
サ
ロ
ン
を
始
め

た
と
こ
ろ
、
利
便
性
も
良
く
、
自
然
と
人

が
集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
、
介
護
予

防
を
継
続
し
た
活
動
に
す
る
た
め
、
若
い

世
代
と
の
交
流
を
計
画
す
る
ほ
か
、
4
月

か
ら
は
、
声
掛
け
を
通
じ
、
高
齢
者
の
要

望
に
沿
っ
た
活
動
も
準
備
し
て
い
く
そ
う

で
す
。
小
林
さ
ん
は
「
顔
が
分
か
り
、
日

常
生
活
で
困
っ
た
時
に
は
隣
近
所
で
助
け

合
え
る
地
域
に
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

介護予防
地域の取組事例
等々力町区・美岳町常会

基本チェックリスト
生活機能の低下の有無を
チェック

一人では難しい介護予防。
身近な隣近所で活動を始め
た等々力町区美岳町常会の
取り組みを紹介します。

美岳町ふれあいサロン

会長 小
こばやし

林嘉
よしひさ

久さん
（穂高・等々力町区）

基本チェックリストでは、生活機能の低下の有無を確認
することができます。 現在の生活状況や健康状態について、
25 の質問に答えます。

判定の結果、介護が必要な状態につながるような機能の低
下があれば、総合事業のサービス利用を提案し、介護予防に
取り組めるようにします。

質問項目例
運動に関すること
①階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか？
②椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がって

いますか？
③ 15 分くらい続けて歩いていますか？
④この１年間に転んだことがありますか？
⑤転倒に対する不安は大きいですか？

基本チェックリスト

インフォメーション
総合事業では介護予防教室や生活支援サービスを行います。「ぜひ介護予防に取り組みたい」

場合や詳しい内容を希望する場合は、下記の問い合わせ先に相談ください。

■一般介護予防事業
対象者　65 歳以上の人
内　容
①各種介護予防教室

運動機能や口腔機能の維持・向上、転倒予
防や認知症予防を目指す教室です。運動強
度メニュー別（筋トレや太極拳等）に複数
の教室を開催します。

②拠点介護予防教室
市内施設を拠点に、介護予防に関する幅広
い知識を身に付ける教室です。

③認知症予防教室
体を動かしながら脳トレ（頭を使って課題
を解く）を行い、楽しみながら認知症予防
を目指します。

④認知機能検査
「ファイブ・コグ」検査の体験を通じ、認
知機能（注意力や記憶力、思考力等）を知
り、認知症予防の方法を案内します。

問い合わせ
介護保険課介護予防担当（1 階�番窓口）
471・2474　671・2503

■介護予防・生活支援サービス事業
対象者

要支援１、2 の認定を受けた人、または
基本チェックリストによる生活機能の低下
がみられ、サービスが必要と判断された
人

内　容
①訪問型サービス

自宅での掃除、洗濯などのホームヘルプサ
ービス、短期間の自宅でのリハビリなど

②通所型サービス
多彩な介護予防プログラムによる生きが
い活動や仲間づくり、生活機能向上のため
の体操、短期間での運動機能向上など

問い合わせ
豊科・明科担当：中央地域包括支援センター
472・9986　671・2503（市役所 1 階西側）

穂高担当：北部地域包括支援センター
481・0760　688・3711（穂高支所内）

三郷・堀金担当：南部地域包括支援センター
477・4007　677・4087（三郷支所内）

支え合いの地域づくりへ　生活支援コーディネーターをご活用ください

総合事業サービス A 従事者研修を実施します

生活支援や介護予防の取り組みを推進する「生活支援コーディネーター」を市内 5 地域に配置し、
5 地域にある「協議体」で、生活支援や介護予防を行っている団体等の定期的な情報共有、連携
強化を行っています。高齢者が元気で安心して暮らせる地域づくりに向け、一緒に活動を希望す
る場合や、新たに活動を始める場合は、各地域のコーディネーターへ相談ください。

問い合わせ
豊科地域　JA あづみくらしの助け合いネットワークあんしん（471・2828）
穂高、三郷、堀金、明科地域　市社会福祉協議会（472・1871）

総合事業サービス A（緩和した基準によるサービス）の従事者研修を 3 月 7 日・8 日に実施します。
従事予定の場合は、2 月 28 日（火）までに介護保険課まで申し込みください。

介護予防教室（1 月 26 日穂高勤労者福祉センター）

このうち、３つ以上に
当てはまったら、ぜひ
介護予防を！
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ら
数
年
間
か
け
て
、
各
地
区
に
残
る
お

船
の
特
徴
や
お
祭
り
の
運
営
方
法
な
ど

の
調
査
を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
今
は
廃

絶
に
な
っ
て
い
る
お
船
祭
り
に
つ
い
て

も
聞
き
取
り
調
査
を
し
ま
す
。

後
継
者
育
成
や

地
域
の
魅
力
の
再
発
見
に

現
在
、
市
内
各
地
区
に
伝
わ
る
「
お

船
祭
り
」
も
、
少
子
化
、
地
域
の
つ
な

が
り
の
希
薄
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
的
要
因
に
よ
り
「
お
船
制
作
」「
飾

り
物
制
作
」「
お
囃は

や
し子

」
な
ど
技
術
の

継
承
が
難
し
く
な
り
、
後
継
者
不
足
も

顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
昭
和
中

頃
ま
で
は
、
市
内
の
各
所
で
行
な
わ
れ

て
い
た
お
船
祭
り
も
、
現
在
は
半
数
近

く
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
選
択
に
よ
り
、
お
船
祭
り
を

継
承
し
支
え
て
い
る
団
体
の
後
継
者
育

成
へ
の
好
影
響
や
、市
民
の
皆
さ
ん
が
、

地
域
の
伝
統
文
化
を
再
発
見
し
、
地
域

づ
く
り
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
な
ど
の

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
安

曇
野
の
魅
力
を
全
国
に
向
け
て
発
信
す

る
き
っ
か
け
と
な
り
、
観
光
面
で
の
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。

問
文
化
課
文
化
財
保
護
係

71
・
２
４
６
４　

71
・
２
３
３
８

市
内
を
中
心
に
行
わ
れ
る

「
安
曇
平
の
お
船
祭
り
」

今
回
の
国
の
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

へ
の
選
択
は
、
国
の
文
化
審
議
会
が
１

月
27
日
に
文
化
庁
長
官
に
答
申
し
た
も

の
で
す
。
答
申
で
は
「
安
曇
平
の
お
船

祭
り
」
と
し
て
、
市
内
や
隣
接
す
る
松

本
市
、
北
安
曇
郡
池
田
町
一
帯
で
継
承

さ
れ
穂
高
神
社
に
代
表
さ
れ
る
「
穂
高

型
」
に
よ
る
お
船
祭
り
が
対
象
に
な
っ

て
い
ま
す
。
地
区
ご
と
に
大
き
さ
や
形

も
異
な
り
ま
す
が
、
船
上
に
軍
記
物
な

ど
の
人
形
飾
り
を
乗
せ
、
毎
年
、
祭
り

ご
と
に
作
り
直
す
な
ど
の
特
徴
が
あ

り
、
現
在
分
か
っ
て
い
る
最
古
の
記
録

は
、
１
６
８
９
（
元
禄
2
）
年
の
穂
高

神
社
の
お
船
祭
り
で
す
。

記
録
作
成
が
必
要
な
文
化
財

来
年
度
か
ら
調
査
を
実
施

国
の
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
は
、
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
以
外
の
無
形

民
俗
文
化
財
の
う
ち
、
特
に
必
要
の
あ

る
も
の
を
選
び
、
記
録
を
作
成
し
、
保

存
す
る
も
の
で
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
庁
や
専

門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
松
本
市

や
池
田
町
な
ど
と
協
力
し
、
来
年
度
か

市内を中心に継承されている
「お船祭り」が、国選択無形民
俗文化財に選択される見込み
となりました。今後、市内に残
るお船祭りを、後世に伝える
ため、調査などが行われます。

安曇野のお船　後世へ
国選択無形民俗文化財に選択

２艘の大人船がぶつかり合う穂高神社の御船祭り

三郷・熊野神社のお船穂高神社御遷宮祭に合わせた市内お船の特別展示（昨年５月）

■安曇平のお船祭りの特徴
お船祭りは長野県一円にみられ、内陸部であるにもか

かわらず、船形の山車を曳き出します。安曇平のお船祭
りでは、中央に人形飾り物を配した巨大な船が、曳き回
されます。神社に到着後は、「オフリョウをわたす」と称し、
境内を巡回するといった特徴があります。
※人形飾り物は、過去には飾っていたが、人手不足等で、現在では

飾りをしない船もあります。

境内を曳行されるお船
（三郷・住吉神社）

地区内を曳行されるお船
（豊科・重柳八幡宮）

お船の組み立て作業
（明科・荻原神社）

人形飾り制作
（穂高・穂高神社）

ご協力
ください

地域に伝わる
オフネの調査

市教育委員会では、今後、記録作成のた
め市内で行われているお船祭りを対象に、
詳細な調査を行います。

調査は、各地区での聞き取りなどを予定
しています。方法、時期などの詳細は、各
お船祭りの保存団体への依頼、広報などで
お知らせします。
調査の内容（予定）
１　現在も行っている地区

▷飾り物（場面の決定、人形等の制作、
背景の制作、飾り付け）

▷お船の制作（材料、組み立てなど）
▷お囃子（曲名、メロディー、テンポの

変化、演奏者など）
▷祭りの概要、曳行経路など
▷祭りの変遷
▷保存会等の現状

２　今は廃絶してしまっている地区
▷聞き取り調査（祭りの様子、行ってい

た時期など）
３　市民の皆さんからの情報提供

▷各家庭で撮影した祭りの写真・映像デ
ータなどの収集
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市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
三
郷
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
起
工

■
安
曇
野
の
地
下
水
の
仕
組
み
を
可
視
化

■
地
域
の
課
題
解
決
へ　

83
区
の
取
り
組
み
共
有

■
県
内
市
町
村
で
初　

県
柔
道
整
復
師
会
と
災
害
時
協
力
協
定
締
結

三
郷
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の
起
工

式
を
１
月
17
日
、
旧
三
郷
支
所
跡
地

で
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
市
や
市

議
会
な
ど
の
関
係
者
70
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
「
市
民
が
交
流
し
、

活
気
に
満
ち
た
三
郷
地
域
の
教
育
文

化
の
中
核
的
な
拠
点
と
な
る
よ
う
期

待
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

市
が
策
定
を
進
め
る
「
水
環
境
基

本
計
画
」
の
実
効
性
、
実
現
性
を
高

め
る
た
め
、「
安
曇
野
市
水
循
環
の

可
視
化
お
よ
び
資
金
調
達
等
に
係
る

研
究
成
果
報
告
会
」
を
１
月
16
日
、

市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
報
告
会
は
、
科
学
デ
ー
タ
を

も
と
に
地
下
資
源
を
可
視
化
し
、
現

状
と
将
来
に
つ
い
て
解
析
を
行
う
こ

と
で
、
地
下
資
源
の
効
果
的
な
活
用

を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

た
も
の
で
す
。

市
と
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

市
区
長
会
で
は
「
地
域
を
考
え
る
研

究
集
会
」
を
１
月
21
日
、
市
役
所
で

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
と
し
て
の
区
の
役
割
を
考
え
、

区
が
抱
え
る
課
題
を
市
民
自
ら
解
決

し
、
地
域
力
を
向
上
す
る
た
め
開
催

し
た
も
の
で
す
。
市
区
長
会
熊
井
深

男
会
長
は
、
あ
い
さ
つ
で
「
地
域
力

向
上
へ
、情
報
を
共
有
し
て
欲
し
い
」

市
と
（
公
社
）
長
野
県
柔
道
整
復

師
会
（
内
山
富
之
会
長
）
は
、
県
内

市
町
村
と
の
協
定
で
は
初
め
て
と
な

る
災
害
時
に
お
け
る
協
力
協
定
を
１

月
20
日
、
市
役
所
で
結
び
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
災
害
発
生
時
な
ど

の
際
、
市
の
要
請
に
基
づ
き
、
同
会

所
属
の
柔
道
整
復
師
が
、
柔
道
整
復

師
法
に
定
め
る
範
囲
で
骨
折
や
捻
挫

な
ど
の
負
傷
者
の
応
急
手
当
を
す
る

も
の
で
す
。
医
療
救
護
所
や
避
難
所

三
郷
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
旧
三
郷
村
時
代
の
図
書
館
整

備
構
想
を
経
て
、
合
併
後
は
、
図
書

館
を
核
と
し
た
複
合
施
設
と
し
て
検

討
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

施
設
は
鉄
骨
平
屋
建
て
、
述
べ
床

面
積
約
１
８
４
６
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
三
郷
図
書
館
の
ほ
か
市
民
交
流

や
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
も
利
用
で
き
る

と
参
加
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

当
日
は
、
83
区
の
役
員
な
ど
約
２

５
０
人
が
参
加
。
市
の
地
域
力
向
上

事
業
交
付
金
の
活
用
事
例
や
、
区
内

の
諸
団
体
が
横
断
的
に
連
携
す
る

「
部
」
制
度
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

4
つ
の
テ
ー
マ
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
行
わ
れ
、
各
区
の
抱
え
る
課
題
へ

の
問
題
提
起
や
解
決
に
向
け
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
流
ラ
ウ
ン
ジ
や
学
習
、
各
種
講
座

な
ど
に
利
用
で
き
る
学
習
室
を
備
え

て
い
ま
す
。
工
事
費
は
9
億
2
１
０

０
万
円
で
、
主
な
財
源
と
し
て
合
併

特
例
債
を
活
用
し
ま
す
。

建
物
は
本
年
12
月
に
完
成
予
定

で
、
仮
開
館
中
の
三
郷
図
書
館
の
移

転
作
業
後
、
平
成
30
年
4
月
ま
で
の

利
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

当
日
は
、
市
や
地
下
水
に
係
る
団

体
関
係
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
参

加
。
信
州
大
学
工
学
部
の
中
屋
眞
司

教
授
が
安
曇
野
わ
さ
び
田
湧
水
群
か

ら
湧
き
出
て
い
る
水
は
、
約
10
年
の

年
月
を
か
け
て
流
動
し
て
き
た
こ
と

な
ど
地
下
水
の
仕
組
み
を
説
明
し
た

ほ
か
、
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
の
遠

藤
崇
浩
准
教
授
は
、
地
下
水
保
全
に

必
要
な
資
金
調
達
・
管
理
方
法
の
先

進
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
地
下
水
を
有
効
に
増
や
す
た
め

で
、応
急
手
当
に
迅
速
に
対
応
で
き
、

医
療
救
護
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

締
結
を
終
え
、
内
山
会
長
は
「
持

て
る
力
を
発
揮
し
、
救
護
に
あ
た
り

た
い
」
と
述
べ
、
宮
澤
市
長
は
「
連

携
を
深
め
、
市
民
の
安
全
安
心
を
守

っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

の
取
り
組
み
事
例
や
、
管
理
資
金
の

調
達
方
法
な
ど
の
説
明
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
「
暮
ら
し
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
地
下
水
の
構
造
や

実
態
を
把
握
し
、
効
果
的
な
施
策
立

案
に
つ
な
げ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

市
で
は
、
今
回
の
研
究
報
告
を
も
と

に
、
持
続
可
能
な
水
環
境
の
確
保
と

地
下
資
源
の
保
全
を
目
指
し
て
、
水

環
境
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

三郷交流学習センター完成予想図

地域力向上事業交付金の活用事例発表

受賞者の皆さん

協定締結後、握手をする宮澤市長と県柔道整復師
会内山会長（右）

信州大学工学部による研究業務の発表

三郷公民館

三郷中学校

社会を明るくする運動　長野県作文コンテスト　入賞者

　　　　　　思いやりの心や感謝の気持ちなどを作文にする、第 66 回“社会を明るくする運動”長野県作文
　　　　　　コンテストで入賞した皆さんが１月 26 日、宮澤市長に受賞を報告しました。本年は、県内の小
中学生から 1 万 2,875 点の応募があり、最優秀賞 6 点、優秀賞 13
点などが選ばれました。
受賞した皆さん
中学生の部・優秀賞
鹿
しかがわ

川峻
しゅんすけ

輔さん（穂高東中１年）、東
とうじょう

條晃
こ う き

季さん（三郷中３年）
小学生の部・優秀賞
横
よこやま

山笑
に こ

心さん、阿
あ べ

部由
ゆ り ん

凜さん（豊科南小６年）

表敬訪問
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選
手
（
子
ど
も
）
の
や
る
気
を
高
め

る
方
法
や
指
導
者
に
求
め
ら
れ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
獲
得
方
法

等
を
テ
ー
マ
に
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
～
4
時

●
場
所　

堀
金
公
民
館 
会
議
室
１

●
対
象　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
（
一
般

の
人
も
参
加
可
能
）

●
講
師　

渋
倉
崇
行
さ
ん
（
一
般
社
団

法
人
ス
ポ
ー
ツ
フ
ォ
ー
キ
ッ
ズ
ジ
ャ

パ
ン
代
表
）

●
演
題　
『
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
の
た
め
の
役
に
立
つ
ス
ポ
ー
ツ
心

理
学
セ
ミ
ナ
ー
』
～
目
指
せ
グ
ッ
ド

コ
ー
チ
～

●
定
員　

50
人

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

日
本
語
教
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

外
国
人
を
対
象
と
し
た
日
本
語
教
室

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

ま
す
。
現
在
、
高
校
生
か
ら
70
歳
代
の

春
を
祝
う
メ
ニ
ュ
ー
を
手
作
り
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
託
児
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り

ま
す
。

●
日
時　

3
月
11
日
（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
2
時

●
場
所　

堀
金
公
民
館　

調
理
実
習
室

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
20

歳
か
ら
50
歳
以
下
の
女
性

●
講
師　

後
藤　

和
美
さ
ん

●
内
容　

桜
あ
ん
パ
ン
、
桜
ゼ
リ
ー

●
定
員　

20
人
（
抽
選
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

●
申
し
込
み　

3
月
１
日
（
水
）
ま
で

に
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当
へ
電

話
ま
た
は
、
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー

ビ
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

託
児
（
無
料
）
希
望
の
人

は
、
申
し
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

『
生
物
と
無
生
物
の
あ
い
だ
』『
動
的

人
ま
で
幅
広
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
時
・
場
所

▽
豊
科
教
室　

毎
週
日
曜
日　

午
前
10

時
～
正
午
・
豊
科
さ
さ
え
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
じ

▽
穂
高
教
室　

毎
週
土
曜
日　

午
後
2

時
～
4
時
・
穂
高
公
民
館

▽
三
郷
教
室　

毎
週
土
曜
日　

午
後
7

時
～
9
時
・
三
郷
公
民
館

▽
堀
金
教
室　

毎
週
日
曜
日　

午
後
7

時
～
9
時
・
堀
金
公
民
館

●
対
象　

運
営
に
携
わ
り
、
日
本
語
の

指
導
や
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
人
。
資
格

等
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み　

2
月
20
日
（
月
）
か
ら

3
月
8
日
（
水
）
の
間
に
、
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間

は
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
者
を
募
集

リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
は
、
技
能
や
知

識
等
の
得
意
分
野
を
持
っ
た
市
民
の
皆

さ
ん
が
登
録
し
て
い
る
人
材
バ
ン
ク
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
な
ど
、
13
の
分

野
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
各
分
野
に
精

通
し
た
人
が
、
公
民
館
活
動
や
個
人
・

サ
ー
ク
ル
活
動
と
い
っ
た
生
涯
学
習
の

場
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

「
学
び
た
い
」
と
「
教
え
た
い
」
を

つ
な
ぐ
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク

に
、
ぜ
ひ
登
録
く
だ
さ
い
。

平
衡
』
な
ど
の
著
作
で
も
知
ら
れ
る
生

物
学
者
、
福
岡
伸
一
さ
ん
の
講
演
会
を

行
い
ま
す
。「
昆
虫
」「
生
物
」
そ
し
て

福
岡
さ
ん
が
一
フ
ァ
ン
と
慕し

た

う
「
田
淵

行
男
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
講
演
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
4
日
（
土
）　

午
後
１

時
30
分
～
3
時

●
場
所　

三
郷
公
民
館　

講
堂

●
講
師　

福
岡
伸
一
さ
ん（
生
物
学
者
）

●
演
題　
「
福
岡
ハ
カ
セ
の
生
き
物
バ

ナ
シ
」

●
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）　

●
入
場
料　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

幅
広
い
人
生
体
験
を
聞
き
な
が
ら
、

豊
か
な
人
生
の
送
り
方
、
楽
し
み
方
を

見
つ
け
る
講
座
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

2
月
28
日
（
火
）
午
後
7
時

～
8
時
30
分

●
場
所　

豊
科
公
民
館　

大
会
議
室

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

●
登
録
方
法　

①
登
録
申
込
み　

2
月
28
日（
金
）の
間

に
、所
定
の
登
録
申
請
書
に
記
入
の

上
、生
涯
学
習
課
（
3
階
5
番
窓
口
）

ま
で
持
参
、ま
た
は
郵
送
に
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
申
請
書
は
、
生
涯
学
習
課
、
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。

▽
郵
送
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
８
１

（
住
所
記
載
不
要
）
生
涯
学
習
課

②
登
録　

登
録
が
適
当
と
認
め
た
場
合

は
、
登
録
者
台
帳
に
登
録
し
、
生
涯

学
習
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
証
明
書

を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
登
録
事
項
に
つ
い
て
掲
載

し
ま
す
。
※
住
所
、
生
年
月
日
、
連

絡
先
に
つ
い
て
は
公
開
し
ま
せ
ん
。

③
登
録
更
新　

2
年
に
1
回
、
登
録
更

新
を
行
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
登
録

更
新
申
請
の
案
内
通
知
を
送
付
し
ま

す
。

●
そ
の
他　

登
録
分
野
等
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
生
涯
学
習
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
講
師　

西
村
紘
文
さ
ん
（
元
高
校
教

諭
、
信
州
松
本
相
撲
甚
句
会
師
範
）

●
講
義
「
相
撲
に
か
け
た
青
春
と
大
相

撲
の
楽
し
み
方
」（
3
回
講
座
）

　

▽
第
１
回　
「
今
、
相
撲
が
面
白
い
、

相
撲
の
魅
力
を
探
る
。
県
内
出
身
力

士
と
郷
土
と
の
つ
な
が
り
」

※
第
2
、
3
回
は
5
～
6
月
開
催
予
定

●
申
し
込
み　

不
要
（
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。）

邦
楽
・
箏
の
魅
力
を
知
る
機
会
と
し

て
、
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

3
月
4
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時
（
開
場　

午
後
１
時
）

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館　

サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

●
演
奏　

石
川
憲
弘
さ
ん
・
横
山
裕
子

さ
ん

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

豊科農産物加工交流センター味
み そ

噌づくり体験教室
問農政課マーケティング担当　471・2430　671・2507

豊科農産物加工交流センター管理運営委員会では、味噌加工技術普及のため、安曇野産の大豆とコシヒカリ
で作った麹

こうじ

を使った味噌づくり体験教室を開催します。
●日時　① 3 月 13 日（月）午後 0 時 30 分～４時　② 3 月 14 日（火）午前 9 時～午後 4 時

③ 3 月 15 日（水）午前 9 時～ 11 時　●場所　豊科農産物加工交流センター
●講師　豊科農産物加工交流センター管理運営委員　●対象　市内在住で 3 日間続けて参加できる未経験者
●定員　15 人（先着順）　●参加費　持ち帰りの味噌 10㌕当たり約 2,500 円（20㌕まで、最終日に集金）
●持ち物　エプロン・三角きん・マスク・味噌持ち帰り用段ボール箱、作業しやすい服装、昼食（14 日のみ）
●申し込み　2 月 20 日（月）・21 日（火）・22 日（水）の午前 9 時～正午までに豊科農産物加工交流センター

へ電話（473・9550）で申し込みください。

田淵行男記念館　友の会写真部会作品展～自然へのまなざし～安曇野髙橋節郎記念美術館　企画展
問田淵行男記念館　472・9964　688・2010問481・3030　682・0551　

会員が撮影した風景や山岳写真の他、講師の小口和利さんの作品と、
田淵行男作品も展示します。　
●日時　3 月 7 日（火）～ 12 日（日）午前 9 時～午後 5 時
　※最終日は午後 4 時まで
●場所　穂高交流学習センター「みらい」展示ギャラリー
●観覧料　無料
●その他　3 月 11 日（土）午後 4 時～ 5 時に講師による作品講評会を行

います。どなたでも参加できます。

加藤恵子 ハワイアンキルト作品展
～手染め OSANAI に魅せられて～
●日時　3 月 1 日（水）～ 12 日（日）

午前 9 時～午後 5 時　※最終日は
午後 3 時まで

●場所　美術館内　南の蔵　
●入館料　無料
●休館日　月曜日

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

71
・
２
４
６
７ 

71
・
２
３
３
８

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
募
集

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

71
・
２
４
６
６ 

71
・
２
３
３
８

美
的
カ
レ
ッ
ジ　

パ
ン
づ
く
り
講
座

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

71
・
２
４
６
６ 

71
・
２
３
３
８

安
曇
野
文
化
講
演
会

文
化
課
文
化
振
興
係

71
・
２
４
６
３ 

71
・
２
３
３
８

豊
科
公
民
館 

出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・

生
き
が
い
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

豊
科
公
民
館
内
地
域
課
地
域
担
当

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

堀
金
公
民
館　

学
び
の
つ
ど
い
・
春
の
箏こ
と
コ
ン
サ
ー
ト

堀
金
公
民
館
内
地
域
課
地
域
担
当

72
・
５
７
９
６ 

72
・
４
９
０
０

福岡伸一さん

登録者
募集！

生涯学習のイメージ
キャラクター
　　マナビィ

ながの電子
サービス
ＱＲコード
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明
科
の
魅
力
再
発
見
講
座
（
第
２
回
）

信
州
サ
ー
モ
ン
と
ニ
ジ
マ
ス
を
お

い
し
く
食
べ
よ
う

明
科
特
産
の
信
州
サ
ー
モ
ン
と
ニ
ジ

マ
ス
を
使
っ
た
料
理
講
座
で
す
。

●
日
時　

2
月
23
日
（
木
）
午
前
9
時

30
分
～
正
午

●
場
所　

明
科
公
民
館　

調
理
実
習
室

●
講
師　

瀧
澤
佳
洋
さ
ん
（（
株
）
辰

巳
開
発
責
任
者
）

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
講
座
受
講

料
２
０
０
円
、
材
料
代
８
０
０
円
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
布

●
申
し
込
み　

2
月
20
日（
月
）・
21
日

（
火
）
に
、
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時
）

健
康
づ
く
り
講
座　

健
康
体
操
で

心
も
身
体
も
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

冬
の
運
動
不
足
解
消
に
健
康
体
操
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
市
歌
体
操
を
覚
え

て
毎
日
を
健
康
で
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

3
月
14
日
（
火
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時

●
場
所　

明
科
公
民
館　

講
堂

●
講
師　

横
山
み
ゆ
き
さ
ん
（
健
康
推

平
成
29
年
度
か
ら
公
共
施
設
予
約
シ

ス
テ
ム
で
文
化
施
設
の
仮
予
約
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す
。

●
対
象
施
設　

▽
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」

▽
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き
ぼ
う
」

▽
明
科
大
人
と
子
ど
も
の
交
流
学
習
施

設
「
ひ
ま
わ
り
」

●
仮
予
約
受
付
開
始
日　

4
月
2
日

（
日
）
～

●
利
用
方
法　

▽
窓
口
予
約
受
付
開
始

日
の
翌
日
か
ら
使
用
10
日
前
ま
で
仮

進
課
・
健
康
運
動
指
導
士
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

地
元
産
の
野
菜
を
材
料
に
、
ホ
ッ
ト

プ
レ
ー
ト
や
フ
ラ
イ
パ
ン
を
使
っ
て
お

や
き
を
作
り
、
調
理
後
は
昼
食
を
兼
ね

て
試
食
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
8
日
（
水
）
午
前
11
時

～
午
後
１
時

●
場
所　

穂
高
会
館　

調
理
実
習
室

●
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
人

●
講
師　

Ｖ
ｉ
ｆ
穂
高
職
員

●
参
加
費　

１
２
５
０
円
（
お
や
き
4

個
分
の
材
料
費
含
む
）

●
定
員　

24
人
（
抽
選
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
や

バ
ン
ダ
ナ
等
、
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り

用
の
タ
ッ
パ
ー

●
申
し
込
み　

2
月
20
日（
月
）・
21
日

（
火
）
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時
）
※
参
加
決
定
者
に
は
、

後
日
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

予
約
が
で
き
ま
す
。
▽
利
用
者
登
録

が
必
要
で
す
。
3
月
1
日
（
水
）
か

ら
登
録
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

各
種
受
付
期
間
の
変
更

●
予
約
受
付
期
間　

表
１
の
と
お
り

●
使
用
変
更
・
取
消
受
付
期
間　

使
用

30
日
前
ま
で
（
み
ら
い
・
き
ぼ
う
の

み
）

事
前
説
明
会

シ
ス
テ
ム
の
変
更
部
分
を
説
明
し
ま

す
。

●
日
時　

3
月
１
日
（
水
）
午
前
10
時

～
11
時

●
場
所　

①
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
グ
ル
ー
プ
研
究
室
②
豊

科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
き
ぼ
う
」

学
習
室
１　

※
ど
ち
ら
の
会
場
に
お

第
２
回
あ
づ
み
の
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
会

昨
年
7
月
に
開
催
し
た
、「
第
6
回

あ
づ
み
の
新
進
音
楽
家
公
開
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
」
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
選
ば
れ
た

6
組
7
人
の
小
・
中
学
生
に
よ
る
音
楽

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
18
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
～
3
時
（
予
定
）

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」

●
対
象　

一
般
（
3
歳
以
下
は
入
場
で

き
ま
せ
ん
）

●
入
場
料　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

●
休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

交
流
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
の
ご
案
内

昨
年
12
月
18
日
（
日
）
に
開
催
し
た
、

「
音
を
か
た
ち
に
、
か
た
ち
を
音
に
～

ち
く
ち
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
～
」
の
成
果
物
と

当
日
の
様
子
等
を
、
写
真
や
映
像
を
交

え
な
が
ら
展
示
し
て
い
ま
す
。
事
前
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
か
た
ち
た
ち
」
で
作

成
し
た
も
の
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

●
展
示
期
間　

3
月
24
日
（
金
）
ま
で

越
し
い
た
だ
い
て
も
内
容
は
同
じ
で

す
。

烏川渓谷緑地　しいたけ原木コマ打ちと花炭づくり体験
問都市計画課公園緑地係　471・2249　672・3569

烏川渓谷緑地の間伐作業で発生した木材を活用し、「しいたけ原木栽培のコマ打ち体験」と松ぼっくり等の自
然素材で簡単にできる「花炭作り」を行います。しいたけの原木（50㌢程度）と花炭は、持ち帰りいただきます。
●日時　3 月 18 日（土）①午前 10 時～　②午後 2 時～
●場所　長野県烏川渓谷緑地　環境管理事務所（水辺エリア）
●参加料　500 円 
●定員　各回 20 人　
●持ち物　軍手
●申込受付　2 月 18 日（土）から電話、ファクス、Ｅメールで受け付けます。
　（受付時間は、午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分） 
●申し込み・問い合わせ　県烏川渓谷緑地　環境管理事務所 460263･73･0203
　mkarasu@anc-tv.ne.jp

み
ど
り
の

　
   

掲
示
板

第11回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
に
合
わ
せ
て

庭
先
で
春
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う

平
成
31
年
春
に
、
長
野
県
で
初
め
て

「
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
松
本
平
広

域
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
国
営
ア
ル

プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
も
サ
ブ
会
場
と
し

て
来
訪
者
を
迎
え
ま
す
。

庭
先
で
春
の
花
を
咲
か
せ
、
美
し
い

花
の
あ
る
景
色
を
創
り
出
す
こ
と
は
、

来
訪
者
を
迎
え
る
た
め
に
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
の
一
つ
で
す
。
春
に
咲
く
花

で
人
気
の
あ
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
。
色
と

り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
る
に
は
、
前
年

の
秋
に
球
根
を
植
え
付
け
ま
す
。
一
緒

に
ス
ミ
レ
を
咲
か
せ
る
と
よ
り
一
層
賑

や
か
に
な
り
ま
す
。「
虹
の
花
（
レ
イ

ン
ボ
ー
フ
ラ
ワ
ー
）」
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ

ー
マ
ン
ア
イ
リ
ス
も
安
曇
野
で
は
よ
く

見
か
け
ま
す
。
5
月
か
ら
6
月
に
か
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
色
の
花
を
咲
か
せ
鮮
や
か

に
春
を
彩
り
ま
す
。

美
し
く
咲
い
た
花
を
観
る
こ
と
で
、

私
た
ち
の
心
も
癒
さ
れ
ま
す
。
日
に
日

に
近
付
く
春
の
訪
れ
を
、
庭
先
で
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
。

明
科
公
民
館
の
催
し

明
科
公
民
館
内
地
域
課
地
域
担
当

62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
文
化
施
設
の
仮
予
約
開

始
と
各
種
受
付
期
間
の
変
更

図
書
館
交
流
課
図
書
館
交
流
担
当

81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６

穂
高
公
民
館　

季
節
の
料
理
教
室

家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
お
や
き
づ
く
り

穂
高
公
民
館
内
地
域
課
地
域
担
当

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
の
催
し

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

81
・
３
１
１
１　

82
・
０
９
６
６

●表１　予約受付期間
施　設 予約受付期間

みらい
多目的交流ホール、展
示ギャラリー、交流広
場

使用６カ月前の月の
初日（休館日の場合
は翌開館日）から使
用３日前まで

きぼう 多目的交流ホール

ひまわり ハーモニーホール、屋
外ホール

みらい グループ研究室
使用３カ月前の月の
初日（休館日の場合
は翌開館日）から使
用３日前まで

きぼう 学習室１～６

ひまわり 学習室、講義室Ａ・Ｂ、
実習室、和室

松本広域連合・生坂村共催
いくさか村・おやきロゲイニング
問政策経営課企画担当
471・2401　671・5155　

渡された地図を手に、史跡や名所等の指
定されたポイントで写真を撮り、得点を競
うスポーツ「ロゲイニング」を開催します。
フィニッシュ後はおやきの振る舞い、「やま
なみ荘」での入浴ができます。
●日時　3 月 25 日（土）　午前 10 時 30 分～

午後 4 時 30 分
●集合場所　生坂村Ｂ＆Ｇ海洋センター（生

坂村 6002‐1）
●内容　制限時間 3 時間、通過証明はデジ

タルカメラ等による撮影
●定員　200 人
●参加費　一般 3,500 円（一人）、大学生以

下 1,500 円
●送迎バス　ＪＲ松本駅から無料送迎バスを

運行（列車の時刻に合わせて送迎します）。
●申し込み　3 月 9 日（木）までに「スポーツ

エントリー」http://www.sportsentry.ne.jp/
event/t/67836 から申し込みください。

●その他　大会終了後、交流会を開催しま
す（会費 4000 円、当日支払い）。また、
翌日にはトレイルランニングツアーを開
催します（会費 1000 円、当日支払い）。
希望者は併せて申し込みください。

※長野県地域発元気づくり支援金活用事業
●問い合わせ　松本広域連合事務局　福祉・

地域課ふるさと担当（487・5461　687・
5462）
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レ
ッ
ド
デ
ー
タ
展
の
第
2
弾
と
し

て
植
物
を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
展
で

す
。
豊
か
な
自
然
を
誇
る
安
曇
野
市
で

す
が
、
自
然
環
境
は
変
化
し
続
け
て
い

ま
す
。
絶
滅
危
惧
種
の
植
物
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
に
暮
ら
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
安
曇
野
の
植
物
に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
4
日
（
土
）
～
4
月
9

日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所　

郷
土
博
物
館　

2
階
展
示
室

●
展
示
内
容　

▽
絶
滅
危
惧
種
の
植
物

た
ち
と
そ
の
生
育
環
境　

▽
安
曇
野

に
ゆ
か
り
の
あ
る
種
名
が
つ
け
ら
れ

た
植
物
た
ち　

▽
受
け
継
が
れ
る
植

物
標
本　

▽
市
内
に
お
け
る
自
然
に

関
わ
る
活
動
の
紹
介
等

●
入
館
料　

大
人　

１
０
０
（
80
）
円

（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
、

中
学
生
以
下
・
市
内
在
住
の
70
歳
以

上
の
人
は
無
料

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

空
気
は
見
え
な
い
け
れ
ど
、
と
て
も

力
持
ち
。
科
学
実
験
を
と
お
し
て
、
空

気
の
力
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

●
日
時　

3
月
23
日
（
木
）
午
前
10
時

～
正
午

●
場
所　

堀
金
公
民
館　

ス
タ
ジ
オ
2

●
講
師　

お
は
な
し
つ
む
ぎ
い
と
学
生

隊
●
対
象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

2
月
28
日
（
火
）
か
ら

堀
金
図
書
館
窓
口
、
ま
た
は
電
話
で

の
場
合
は
翌
日
）

企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

自
然
講
座
１

安
曇
野
の
自
然
の
魅
力
～
北
ア
ル
プ
ス

常
念
山
脈
と
そ
の
山
麓
一
帯
で
出
あ
っ

た
植
物
た
ち
～

●
日
時　

3
月
4
日
（
土
）
午
前
9
時

30
分
～
11
時

●
講
師　

橋
渡
勝
也
さ
ん（
市
教
育
長
）

●
申
し
込
み　

2
月
21
日
（
火
）
～
3

月
3
日
（
金
）
ま
で
に
郷
土
博
物
館

へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

自
然
講
座
２

生
き
も
の
た
ち
が
歩
ん
で
き
た
は
る
か

な
る
道
を
探
る
～
植
物
系
統
地
理
と
い

う
世
界
～

●
日
時　

3
月
18
日
（
土
）
午
前
9
時

30
分
～
11
時
30
分

●
講
師　

東
城
幸
治
さ
ん
（
信
州
大
学

理
学
部
）、
津
田
吉
晃
さ
ん
（
筑
波

大
学
菅
平
実
験
セ
ン
タ
ー
）

●
申
し
込
み　

2
月
21
日
（
火
）
～
3

月
17
日
（
金
）
ま
で
に
博
物
館
へ
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
自
然
講
座
共
通
事
項
】

●
場
所　

郷
土
博
物
館　

2
階
学
習
室

●
参
加
費　

無
料
（
入
館
料
が
必
要
で

す
）

●
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

早
春
の
野
鳥
観
察
会

●
日
時　

3
月
25
日
（
土
）
午
前
9
時

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間

は
、
午
前
10
時
～
午
後
6
時
）

和
紙
を
使
っ
て
牛
乳
パ
ッ
ク
を
星
形

の
お
皿
に
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時

～
正
午

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」　

学
習
室

●
講
師　

横
内
恵
子
さ
ん

●
対
象　

小
学
生
以
上
～
一
般

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料　
　

●
申
し
込
み　

2
月
18
日
（
土
）
か
ら

豊
科
図
書
館
窓
口
、
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間

～
11
時
30
分

●
場
所　

早
春
賦
の
碑
～
三
角
島
周
辺

●
講
師　

丸
山
隆
さ
ん
（
前
信
州
野
鳥

の
会
会
長
）

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

１
５
０
円
（
保
険
料
等
）

●
申
し
込
み　

2
月
21
日
（
火
）
～
3

月
22
日
（
水
）
ま
で
に
博
物
館
へ
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、
詩
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
朗
読
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
朗
読　

中
央
図
書
館
朗
読
協
力
者
の

皆
さ
ん

●
対
象　

一
般
（
中
学
生
以
上
）

●
定
員　

１
０
０
人

●
申
し
込
み　

不
要
（
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
）

は
、
午
前
10
時
～
午
後
6
時
）

絵
本
や
紙
芝
居
、
手
あ
そ
び
で
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
大
人

も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
内
容
で
す
。

●
日
時　

3
月
11
日
（
土
）
午
前
11
時

～
正
午

●
場
所　

明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流

学
習
施
設「
ひ
ま
わ
り
」　

2
階
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
対
象　

乳
幼
児
、
小
学
生
以
上
（
乳

幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

60
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

不
要
（
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
）

文
化
財
を
守
れ
！
防
火
訓
練
の
様
子

１
月
26
日
は
、
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す
。

市
内
で
は
、
こ
の
日
の
前
後
に
２
件
の
国
指

定
重
要
文
化
財
「
松
尾
寺
本
堂
」「
曽
根
原

家
住
宅
」
を
は
じ
め
と
し
た
文
化
財
の
防
火

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
尾
寺
で
の
訓
練
は
、
１
月
24
日
に
、
松

尾
寺
の
住
職
と
家
族
、
檀
家
の
皆
さ
ん
が

集
ま
り
、
消
防
署
の
指
導
の
下
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
文
化
財
本
体
で
あ
る
本
堂
か
ら
出
火

し
た
仮
定
の
も
と
、「
火
事
だ
！
火
事
だ
！
」

と
大
き
な
声
で
周
囲
に
知
ら
せ
、
実
際
に

１
１
９
番
へ
通
報
し
ま
し
た
。
そ
し
て
火
元

に
見
立
て
た
目
印
へ
消
火
器
か
ら
消
火
剤
を

噴
き
付
け
、
初
期
消
火
の
流
れ
を
し
っ
か
り

と
確
認
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
火
事
に
な
っ
た
と
き
訓
練
の
参

加
者
が
集
ま
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
市
に

は
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
文
化
財
が
あ
り

ま
す
。
ふ
る
さ
と

の
文
化
財
を
守
る

た
め
に
、
常
日
頃

か
ら
市
民
の
皆
さ

ん
の
心
配
り
と
協

力
を
お
願
い
し
ま

す
。

消防署員の説明を聞く参加者

お
す
す
め
の
一
冊

命
を
つ
な
げ
！
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

岩
貞　

る
み
こ
／
作

紹介する人

百瀬　唯
ゆ い き

希さん
（堀金小２年）

僕
が
紹
介
す
る
の
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
で
の
救
助
の
様
子
を
書
い
た
「
命
を

つ
な
げ
！
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」
で
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
ケ
ガ
や
病
気
の

患
者
を
迎
え
に
行
き
、
病
院
ま
で
運
び

ま
す
。
で
も
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
１
台
だ

け
で
は
患
者
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
救
急
隊
や
消
防
隊
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
中
の
機
長
、
整
備
士
、
運
行
管

理
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
の
力
が
あ
っ
て

助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
乗
っ
て
い
る
人
た

ち
は
、
お
昼
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
時
間

が
全
然
な
い
と
こ
ろ
が
大
変
だ
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
狭

い
と
こ
ろ
で
も
着
陸
出
来
る
よ
う
に
、

小
さ
く
作
ら
れ
て
い
て
、
ヘ
リ
の
中
が

必
要
な
機
械
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ぜ
ひ
こ
の
本
を
読
ん
で
ケ
ガ
を
す
る

と
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
、
そ
の
人
を

助
け
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
欲
し
い
で
す
。

中央図書館映画上映会（入場無料）
『麦の穂をゆらす風』（吹替）

＜上映時間：126 分＞

●日時　10日（金） 開場18：30 上映19：00～

●場所　穂高交流学習センター「みらい」

　　　　多目的交流ホール

ドキドキ・ワクワクおはなし会
◇　中央図書館

　　おはなしのとびら　おはなしのへや

　　1・8・15・22・29 日（各水曜日）

	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

　　おはなしとしょかん　おはなしのへや

　　18 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇　豊科図書館

　　ちいさいたんぽぽ　多目的室

　　10 日（金）	 11：00 ～（乳幼児対象）

　　おはなしたんぽぽ　多目的室

　　10 日（金）	 16：30 ～（幼児以上対象）

◇　三郷図書館

　　ポケットの会　三郷文化公園体育館 1 階会議室

　　11 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇　堀金図書館　

　　おはなしのへや　絵本コーナー

　　14 日（火）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

	 16：30 ～（幼児以上対象）

　　おりがみのへや　絵本コーナー

　　22 日（水）	 16：30 ～

3月の図書館イベント

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
59

文
化
課
文
化
財
保
護
係

71
・
２
４
６
４ 

71
・
２
３
３
８

豊
科
郷
土
博
物
館　

企
画
展

安
曇
野
市
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
展
Ⅱ

失
わ
れ
ゆ
く
植
物
た
ち

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

中
央
図
書
館　

大
人
の
た
め
の
朗
読
会

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

堀
金
図
書
館
絵
本
わ
く
わ
く
講
座
④

絵
本
で
か
ん
じ
る
不
思
議
を
実
験
し

て
み
よ
う
！

堀
金
図
書
館

72
・
３
６
０
１

豊
科
図
書
館
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
る
星
形
皿

豊
科
図
書
館

71
・
４
０
２
２ 

73
・
１
８
０
１

明
科
図
書
館　

や
よ
い
３
月
お
は
な
し
会

明
科
図
書
館

62
・
１
１
２
２ 

62
・
１
１
２
４
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安曇野の農業に関わる女性たちが、地元の農産物を
使用した料理を作りながら交流する「第 12 回安曇野の
農業とともに生きる女性たちの交流会～農業女子会 in
安曇野～」（農村生活マイスター協会安曇野支部主催）
が 1 月 20 日、堀金公民館で開催されました。

当日は、初めて南安曇農業高校の生徒も参加し、会
員が作った干し柿を素材にした料理や生徒が考案した
安曇野りんごのスイーツなどを協力して調理しまし
た。完成後は、料理を囲みながら調理のコツや活動内
容について意見交換し、世代を超えた交流を楽しみま
した。

参加した南安曇農業高校２年の藤森ひかるさんは
「調理方法のアドバイスやメニューのアイデアをもら
い参考になりました。今後の活動に生かしていきたい
です」と話しました。

美術館・博物館が所蔵する作品や資料を持
ち寄り、小中学校に展示する「あづみの学校
ミュージアム」（市美術館博物館連携事業実
行委員会主催）が市内 2 校で行われました。
１月 26 日に市内 8 施設の学芸員らが訪れた
豊科北中学校では、生徒たちが学芸員から作
品の解説を聞き、地域の歴史や芸術に触れて
いました。

宮下桂
け い た ろ う

太朗くん（豊科北中 3 年）は、美術
館や博物館に行く機会がなかったことに触
れ、「作品に触れる良い機会でした。大胆な
作品が印象に残りました」と話しました。

1 年の無病息災を祈る豆まきが節分の 2 月
3 日、西穂高保育園で行われ、214 人の園児
たちの元気な掛け声が響きました。

園児たちは、遊戯室に集まり園長先生から
節分にちなんだ話を聞いたり、ダンスをした
りした後、クラスに戻り各自の升に炒った豆
を分けて鬼退治の準備をしました。年長組の
テラスから鬼が現れると、大きな声で「鬼は
外、福は内」と言いながら豆を鬼に投げつけ、
鬼が帰っていくと喜びや安堵の声が上がりま
した。田中樹

い つ き

生くんは「鬼は怖かったけれど、
やっつけることができて良かったです」と話
してくれました。

1/20　農業女子会 in 安曇野

1/26　あづみの学校ミュージアム

2/3　西穂高保育園・豆まき

地元食材を使い 世代を超えた交流

地域の芸術・歴史に触れる

大きな声で「鬼は外、福は内」

誰でも気軽に軽スポーツを楽しむことが
できる「第 11 回ファミリースポーツレスト
ラン」（スポネット常念主催）が 1 月 22 日、
堀金総合体育館で行われました。当日は 23
チーム 55 人が参加。囲碁ボールや輪投げな
どさまざまなメニューを家族で一緒に楽し
みました。

初めて参加した牧野新
あ ら た

大くん（堀金烏川）
は「ボウリングでうまく倒せたのが楽しかっ
た。来年も参加したいです」と話してくれ
ました。

こたつで語らうように気軽に地域の歴史
や文化などについて学ぶ、豊科郷土博物館
のこたつ講座（全 6 回）が１月 22 日、同館
で開催されました。この日は、市民など約
60 人が聴講。伝説「八面大王」の紙人形劇
を鑑賞した後、関わりがあるとされる穂高
有明の魏

ぎ し き の い わ や

石鬼窟、耳塚両古墳について、百
瀬新

し ん じ

治館長が、史実や発掘調査の状況、他
の遺跡との関わりなどを交え話しました。
百瀬さんは「古墳の謎解きも含め、伝説を
楽しみ、後世に伝えていきませんか」と参
加者に呼び掛けていました。

恒例のあめ市が市内各地で行われました。
このうち明科地域では、「あめ市」（明科区など主催）

が１月 21 日と 22 日の両日、明科駅前公園で行われ、
福だるまなどが販売されました。22 日には餅つきや、
上押野区の獅子舞も奉納され、奉納後は、一年の無病
息災を願い、訪れた皆さんの頭を獅子が噛んで回る姿
も見られました。

また、穂高地域では、「穂高あめ市」（穂高地区活性化
総合プロジェクト主催）が 2 月 5 日、穂高神社北神苑
を主会場に開催されました。会場では、ふるまい餅や
福あめ投げなどの催しのほか、地元の若者たちによる

「健壮団」が神輿を担ぎ、商売繁盛などを願い、穂高
地域の等々力町区、穂高町区の区内を練り歩きました。

1/22　ファミリースポーツレストラン

1/22　豊科郷土博物館こたつ講座

1/22 明科「あめ市」・2/5「穂高あめ市」

家族で楽しく体を動かす

古代の安曇野に触れる

街ににぎわい　各地で恒例のあめ市
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消
防
団
員
募
集

家族や地域を守る

４
月
入
団
の

市
消
防
団
員
募
集

市
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
消
防

団
員
は
、
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
あ

な
た
も
消
防
団
活
動
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
入
団
資
格　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

18
歳
以
上
の
健
康
な
人
（
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
）。

●
待
遇

非
常
勤
特
別
職
公
務
員
と
な
り
、
公

務
災
害
補
償
、制
服
等
貸
与
の
ほ
か
、

活
動
に
応
じ
手
当
・
退
職
報
奨
金
の

支
給
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

　

原
則
、
入
団
者
本
人
の
居
住
地
・
勤

務
場
所
を
管
轄
す
る
分
団
に
所
属

し
、
次
の
活
動
を
し
ま
す
。

・
火
災
、
風
水
害
時
の
出
動

・
火
災
予
防
啓
発
、
警
戒
活
動

・
各
種
訓
練
、
行
事

※
こ
の
他
、
女
性
消
防
隊
、
音
楽
喇ら

っ
ぱ叭

隊
が
あ
り
ま
す
。
女
性
団
員
は
本
部

に
所
属
し
、
主
に
予
防
啓
発
活
動
な

ど
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
入
団
申
し
込
み

活
動
内
容
の
詳
細
や
、
所
属
先
の
分

団
が
不
明
な
場
合
な
ど
は
危
機
管
理

課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
貢
献
活
動
と
し
て

消
防
団
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

登
録
店
募
集

地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
に
活
動
す

る
消
防
団
員
を
応
援
す
る
「
消
防
団
サ

ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
サ
ポ
ー
ト
店

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

登
録
す
る
と
表
示
証
が
交
付
さ
れ
、

店
舗
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
、
事
業

所
の
地
域
貢
献
活
動
の
一
つ
と
し
て
活

用
で
き
ま
す
。
申
請
書
は
、
危
機
管
理

課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

で
き
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

72
・
６
７
６
９　

72
・
６
７
３
９

消防団サポート店登録表示証

火 災
予 防

募 集
３月１日（水）～７日（火）

春の火災予防運動

春の火災予防運動が実施されます。
この時期は、空気が乾燥し、火災が起こりやすく、

暖房器具等の火気を多く使う時期です。「つい」「う
っかり」による火災を起こさないよう注意しまし
ょう。

統一標語
「消しましょう　その火その時　その場所で」

住宅用火災警報器の設置と点検
住宅用火災警報器を設置してあったおかげで「火

災にならなかった」「小火で済んだ」といった事例
が多数報告されています。

住宅用火災警報器の電池の寿命は約 10 年です。
初期に取り付けたものは、10 年が経過します。既
に設置されている場合は、この機会に電池の交換
や、機器の更新の必要がないか確認してください。

詳しくは最寄りの消防署に問い合わせください。

問い合わせ
豊科消防署 472・3145　穂高消防署 482・3262
梓川消防署 478・2090　明科消防署 462・2992

お詫び 防災マップ内容の訂正

昨年 2 月に全戸へ配布しました
「市防災マップ」の方位記号に誤り
がありました。お詫びして訂正致し
ます。訂正後の防災マップは市ホー
ムページに掲載しています。
問危機管理課危機管理担当

471・2119　672・6739

花でまちに潤いを

アルプス花街道参加者

アルプス花街道実行委員会では、安曇野を
訪れる皆さんを気持ちよくお迎えするため、
市内の道路脇にマリーゴールドの植栽を行っ
ています。４月から植栽や管理を行うボラン
ティアを募集します。　

●期　間　4 月～ 11 月（予定）
●場　所　市内の県道・市道沿線
●対　象　個人または職場や地域で活動する

団体
●内　容　▷マリーゴールドの植栽・管理（水

やり等）
▷植栽場所周辺の草刈り・清掃

●その他
　▷ボランティア保険に加入します。

▷県道部分は、県のアダプトシステム（県
道の里親制度）により活動します。

●申し込み
2 月 15 日（水）から 3 月 29 日（水）の間

に申込書を実行委員会事務局（市役所 2 階・
豊科地域課）へ提出ください。申込書は市
ホームページまたは、各支所地域課で入手
できます。

問い合わせ
アルプス花街道実行委員会事務局

（豊科地域課内）
471・2000 ㈹　672・8340

住宅用火災警報器

【正】

【誤】
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市
役
所
の
問
い
合
わ
せ
先

71
・
２
０
０
０
㈹  

71
・
５
０
０
０

（
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

護
者
が
仕
事
や
病
気
等
の
た
め
、
家

庭
で
保
育
で
き
な
い
場
合
に
限
り
ま

す
。

●
申
し
込
み　

申
込
書
と
必
要
書
類
を

子
ど
も
支
援
課
（
１
階
�
番
窓
口
）

へ
提
出
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
子
ど

も
支
援
課
で
入
手
で
き
ま
す
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
保
育
の
必
要
性

の
高
い
人
を
優
先
し
ま
す
。
ま
た
、

3
歳
以
上
の
児
童
で
、
保
護
者
が
家

庭
内
で
保
育
で
き
る
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。

●
提
出
期
間　

2
月
27
日
（
月
）
～
3

月
3
日
（
金
）（
受
付
時
間
は
、
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）

平
成
29
年
度
の
小
規
模
土
木
工
事
受

注
希
望
事
業
者
（
工
事
費
１
３
０
万
円

未
満
）
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
事

業
者

①
契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有
す
る
者

お
よ
び
破
産
者
で
な
い
者

②
市
建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
者
名

簿
（
土
木
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者

③
市
内
に
本
社
を
有
す
る
者
。
※
市
道

除
雪
受
託
者
お
よ
び
交
通
安
全
施
設

整
備
業
者
は
除
く

④
履
行
に
あ
た
り
必
要
と
な
る
資
格
、

許
可
等
を
有
す
る
者

⑤
自
社
に
お
い
て
施
工
能
力
を
有
す
る

者
（
一
括
下
請
の
禁
止
）
市
内
全
域

施
工
が
可
能
な
者

⑥
夜
間
、
緊
急
、
災
害
時
に
出
動
で
き

る
者

●
申
請
方
法　

平
成
29
年
度
市
小
規
模

土
木
工
事
登
録
制
度
要
領
に
基
づ
き

建
設
課
維
持
担
当（
2
階
�
番
窓
口
）

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。同
要
領
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
す
る
か

建
設
課
維
持
担
当
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

2
月
20
日
（
月
）
～
3

月
6
日
（
月
）
午
前
9
時
～
午
後
5

時
（
土
・
日
を
除
く
）

●
選
考
結
果　

3
月
末
ま
で
に
、
郵
送

に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

●
登
録
有
効
期
間　

4
月
1
日
～
平
成

34
年
3
月
31
日
ま
で
の
5
年
間

4
月
以
降
に
保
育
施
設
等
の
利
用
を

希
望
す
る
児
童
の
追
加
募
集
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
４
月
か
ら
花
園
認
定
子
ど

も
園
（
豊
科
地
域
）
が
認
定
を
受
け
て

開
園
し
ま
す
。
詳
細
は
花
園
共
同
保
育

園
（

72
・
４
６
４
５
）
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

3
歳
児
未
満
の
児
童
は
、
保

●
応
募
結
果
の
公
表　

お
寄
せ
い
た
だ

い
た
意
見
等
の
応
募
結
果
は
、
内
容

を
取
り
ま
と
め
、
市
の
考
え
方
と
共

に
公
表
し
ま
す
（
提
出
者
に
関
す
る

情
報
は
除
く
）。
個
々
の
意
見
に
対

し
て
直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

●
募
集
期
間
・
閲
覧
期
間　

2
月
15
日

（
水
）
～
3
月
16
日
（
木
）（
必
着
）

●
応
募
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
８
１
（
住

所
記
載
不
要
）
情
報
統
計
課
情
報
政

策
係

「
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

円
滑･

適
正
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
協
議

す
る
「
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
定
員　

若
干
名

●
対
象　

市
に
住
所
を
有
す
る
40
歳
以

上
の
介
護
保
険
被
保
険
者
で
、
平
日

に
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
可
能
な

人
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
人
を
除

き
ま
す
。

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
員
②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ

び
地
方
公
務
員
③
市
の
附
属
機
関
等

の
公
募
に
よ
る
委
員
④
市
税
の
滞
納

が
あ
る
人

●
任
期　

4
月
１
日
か
ら
2
年
間

●
応
募
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
小
論
文
を
添
え
て
郵
送
・

持
参
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
介

護
保
険
課
予
防
担
当
（
1
階
�
番
窓

口
）、各
支
所
地
域
課
地
域
担
当
（
福

祉
）
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。

●
小
論
文　
「
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
福

祉
と
介
護
予
防
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
て
く

だ
さ
い
。

●
選
考
方
法　

選
考
委
員
会
で
、
申
込

書
と
小
論
文
に
よ
り
書
類
選
考
を
行

い
ま
す
。
結
果
は
3
月
末
ま
で
に
、

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
応
募
期
間　

3
月
3
日
（
金
）
ま
で

※
当
日
消
印
有
効

●
応
募
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
８
１

（
住
所
記
載
不
要
）
介
護
保
険
課
介

護
予
防
担
当

平
成
30
年
度
か
ら
の
新
総
合
計
画
を

踏
ま
え
、
新
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

市
の
情
報
化
の
指
針
と
な
る
情
報
化
計

画
の
こ
れ
ま
で
の
検
証
・
基
本
方
針
の

改
訂
案
に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

●
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か

通
勤
、
通
学
す
る
人
。
ま
た
は
市
内

で
事
業
等
を
行
う
個
人
や
法
人
。

●
閲
覧
方
法　

情
報
統
計
課
お
よ
び
各

支
所
地
域
課
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

内
「
く
る
り
ん
広
場
」、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
応
募
方
法　

任
意
の
用
紙
に
意
見
、

提
言
事
項
を
記
載
し
、
個
人
の
場
合

は
、
住
所
（
ま
た
は
勤
務
先
、
学
校

名
）・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
法
人

の
場
合
は
、
法
人
名
・
代
表
者
名
・

所
在
地
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

郵
送
・
持
参
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
事
項
の
記
載
が
な
い
場
合
や
、

電
話
、
口
頭
に
よ
る
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。

★広告掲載のお申し込みはエービーシー（株）（436・2111）まで

募集児童 保育施設等

0 歳児 あづみ野おとぎ、ニチイキッズ安曇野

2 歳児
たつみ、細萱、有明の森、明科北、あづみ
野おとぎ、ニチイキッズ安曇野

3 歳児
上川手、細萱、有明の森、三郷西部、三郷
南部、三郷東部、堀金、明科南、明科北、
花園、穂高幼稚園

4 歳児 アルプス・穂高認定こども園以外の施設

5 歳児 穂高認定こども園以外の施設

●募集児童（各年齢若干名の募集）
保
育
施
設
等
利
用
の
追
加
募
集

問
子
ど
も
支
援
課
保
育
担
当

（

71
・
２
２
５
６ 
72
・
２
０
６
５
）

平
成
29
年
度
市
小
規
模
土
木
工

事
受
注
希
望
事
業
者

問
建
設
課
維
持
担
当

（

71
・
２
４
２
５ 

72
・
３
５
６
９
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
委
員

問
介
護
保
険
課
介
護
予
防
担
当

（

72
・
９
９
８
６ 

71
・
２
５
０
３
）

mhokatsushien

＠city.azum
ino.

　

nagano.jp

情
報
化
計
画（
案
）へ
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

問
情
報
統
計
課
情
報
政
策
係

（

71
・
２
４
６
８ 

71
・
２
３
３
６
）

mjouhouseisaku@
city.azum

ino.

　

nagano.jp

集

募

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

〇
広
報
あ
づ
み
の
１
月
25
日
発
行
号（
２
４
３

号
）10
ペ
ー
ジ「
市
民
と
市
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト　
桜
の
名
所
・
光
城
山
で
60
本
の
苗
木

を
植
樹
」

【
誤
】光
城
山（
豊
科
田
沢
）

【
正
】光
城
山（
豊
科
光
）

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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は
、
個
人
の
場
合
、
3
月
15
日
（
水
）

ま
で
に
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
「
青

色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

関
東
農
政
局
長
野
県

拠
点
（

０
２
６
・
２
３
３
・
２
５

０
０
）

近
年
、
凍
霜
害
や
台
風
被
害
を
は
じ

め
、
深
刻
な
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い

ま
す
。
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
大

災
害
に
備
え
て
、
果
樹
共
済
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、
平
成
29
年
度
の

加
入
者
に
対
し
、
農
家
負
担
掛
金
等
の

3
分
の
１
を
助
成
す
る
予
定
で
す
。
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
加
入
申
込
期
限　

▽
り
ん
ご
・
梨
・

も
も　

2
月
28
日
（
火
）
▽
ぶ
ど
う

3
月
30
日
（
木
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
中
信
安

曇
野
支
所
（
72
・
５
１
９
２
）

市
内
で
拡
大
す
る
松
く
い
虫
被
害

は
、個
人
の
庭
木
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

メ
カ
ニ
ズ
ム
や
防
除
方
法
等
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
た
め
専
門
家
を
招
き
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
28
日
（
火
）
午
後
7
時

～
9
時

●
場
所　

市
役
所
4
階　

大
会
議
室

●
講
師　

秋
庭
満
輝
さ
ん
（
国
立
研
究

開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所　

森
林

病
理
研
究
室　

主
任
研
究
員
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

平
成
30
年
3
月
に
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校
等
卒
業
見
込
み
の
学
生
を
対
象

に
「
合
同
企
業
説
明
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
事
業
所
の
人
事
担
当
者
と
直
接
話

が
で
き
ま
す
。

●
日
時　

3
月
14
日
（
火
）
午
後
１
時

～
4
時（
受
付　

午
後
0
時
30
分
～
）

●
場
所　

松
本
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル

（
松
本
市
深
志
1
‐
3
‐
21
／
36
・

０
１
０
９
）

●
参
加
予
定
企
業　

70
社
（
予
定
）

●
申
し
込
み　

不
要　

●
費
用　

無
料

政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力

創
造
本
部
に
お
い
て
、
収
入
保
険
制
度

（
任
意
保
険
）
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
青
色
申
告
を
行
い
、
加
入
の
準

備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

●
対
象　

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農

業
者（
個
人
・
法
人
）※
原
則
5
年
以

上
の
青
色
申
告
実
績
が
あ
る
人
。
た

だ
し
、
新
規
就
農
者
等
で
も
、
青
色

申
告（
簡
易
な
方
式
を
含
む
）の
実
績

が
１
年
分
あ
れ
ば
加
入
可
能
で
す
。

●
内
容　

品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、

自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け
で

な
く
、
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
収

入
減
少
を
補
て
ん
し
ま
す
。

▽
当
年
の
収
入
が
基
準
収
入
の
9
割

（
5
年
以
上
の
青
色
申
告
実
績
が
あ

る
場
合
）
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
下

回
っ
た
額
の
9
割（
支
払
率
）を
補
て

ん
。
▽
農
業
者
は
、
保
険
料
・
積
立

金
を
支
払
っ
て
加
入
（
任
意
）。

※
新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に

蛍
光
管
・
電
池
類
」
の
収
集
日
が
毎
月

第
4
水
曜
日
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

自
転
車
整
備
士
が
修
理
再
生
し
た
再

利
用
自
転
車
を
、
抽
選
に
よ
り
販
売
し

ま
す
。

●
日
時　

3
月
4
日
（
土
）

▽
受
付　

午
前
9
時
～
10
時

▽
抽
選
販
売　

午
前
10
時
～

●
場
所　

堀
金
多
目
的
屋
内
運
動
場

（
常
念
ド
ー
ム
）

●
費
用　

自
転
車
代
金
５
０
０
円
～
４

５
０
０
円
、防
犯
登
録
料
５
０
０
円
、

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
料
金
（
賠
償
責
任
保
険

付
）
１
０
０
０
円
の
合
計
額

●
申
し
込
み　

不
要

●
注
意
事
項　

自
転
車
は
新
品
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
購
入
す
る
際
は
車
両
を

よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
購
入
後

の
返
品
は
で
き
ま
せ
ん
。

中
村
道
子
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
平
成
29
年
１
月
か
ら
松
尾
き
く
江

委
員
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
局
と
連
携

し
て
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を

受
け
、
問
題
解
決
の
支
援
や
人
権
の
啓

発
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

法
務
局
松
本
支
局

（
32
・
２
５
７
１　

32
・
２
５
７

２
）
ま
た
は
人
権
男
女
共
同
参
画
課

ご
み
・
資
源
物
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
配
布

新
聞
折
り
込
み
等
で
各
家
庭
に
配
布

し
ま
す
。
配
布
日
以
降
で
あ
れ
ば
、
廃

棄
物
対
策
課
（
2
階
6
番
窓
口
）
お
よ

び
各
支
所
で
入
手
で
き
ま
す
。

●
配
布
日　

3
月
1
日（
水
）以
降（
新

聞
折
り
込
み
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
配

布
）
※
豊
科
地
域
は
今
年
度
か
ら
配

布
方
法
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

4
月
か
ら
の
変
更
点

堀
金
地
域
の「
ガ
ラ
ス
・
陶
器
類
・
灰
・

業

農青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う

問
農
政
課
農
業
政
策
係

（

71
・
２
４
２
７ 

71
・
２
５
０
７
）

平
成
29
年
度 

ご
み
・
資
源
物
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布
と
収
集
日
変
更

問
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

（

71
・
２
４
９
０ 

72
・
３
１
７
６
）

人
権
擁
護
委
員
の
交
代

問
人
権
男
女
共
同
参
画
課
人
権
男
女

共
生
担
当

（

71
・
２
４
０
６ 

71
・
５
１
５
５
）

果
樹
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

問
農
政
課
生
産
振
興
担
当

（

71
・
２
４
２
８ 

71
・
２
５
０
７
）

松
く
い
虫
被
害
対
策
講
演
会

問
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

71
・
２
４
３
２ 

71
・
２
５
０
７
）

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
の
販
売

問
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

（

71
・
２
４
９
０ 

72
・
３
１
７
６
）

合
同
企
業
説
明
会
in
松
本

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本

（

31
・
８
６
０
０
）

せ

ら

知

お

会

明

説

1 月分の空間放射線量
いずれの地点においても健康に影響のない値で

した。詳しくは市ホームページまたは担当課まで
問い合わせください。
問環境課環境保全担当　471・2491　672・3176

測定
結果

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

1/4（水） 1/10（火）1/16（月）1/23（月）1/30（月）

本庁舎（豊科） 0.09 0.07 0.06 0.09 0.07

●市県民税	 （随時）
●固定資産税	 （４期）
●国民健康保険税	 （８期）
●後期高齢者医療保険料	 （11期）
●介護保険料	 （11期）
●水道料金	 （穂高・三郷地域）
●下水道料金	 （豊科・堀金・明科地域）

＝納期限は2月28日（火）＝

2月の納期

証明書コンビニ交付サービスを
利用しましょう

問市民課市民担当　471・2489　671・2503

例年、3 月下旬から 4 月上旬にかけては、
転入・転出の届け出等による窓口の混雑が
見込まれます。利用者証明用電子証明書を
搭載したマイナンバーカードをお持ちの人
は、日本全国のコンビニエンスストアで住
民票の写し・印鑑登録証明書・戸籍謄抄本・
戸籍附票の写し（戸籍証明書は本籍が安曇
野市の人のみ）の交付が受けられますので、
証明書コンビニ交付サービスを利用くださ
い。
●マイナンバーカードの交付申請

マイナンバーカードの交付申請書は、平
成 27 年 11 月から 12 月にかけて簡易書留
で送付された白色の封筒に同封されていま
す。郵送・インターネット・窓口のいずれ
でも交付申請ができます。交付申請書が見
つからない場合は、市民課または各支所地
域課まで問い合わせください。なお、申請
から受け取りまで１カ月程度掛かります。
●証明書自動交付機の運用を終了します

証明書自動交付機は、9 月 30 日に運用
終了となります。今後はマイナンバーカー
ドによる証明書コンビニ交付サービスを利
用ください。

問自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」　436・2787

自衛官の募集
　防衛省では下記日程で各募集種目の受付および採用試験を行います。

募集種目 応募資格 受付期間 試　験　日

幹部候補生
（男女）

一般

20 歳以上 26 歳未満（22 歳未
満の者は大卒（見込含む））, 修
士課程修了者等（見込含）は 28
歳未満 ３月１日（水）～

５月５日（金）

●１次試験
　５月13日（土）・14日（日）
●２次試験
　６月13日（火）～16日（金）
●３次試験（海・空のみ）

【海】７月10日（月）～14日（金）
【空】７月15日（土）～８月3日（木）

歯科・薬剤
専門の大卒（見込含む）20 歳
以上 30 歳（薬剤は 28 歳）未
満の者

医科・歯科幹部 医師・歯科医師の免許取得者 ４月21日（金）
まで ５月12日（金）
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寄付・寄贈のお礼（7/13 ～ 9/23）　【敬称略】

▷株式会社エイワ　470,000 円　保育園の図書購入費として▷社団法人日本禁煙友愛会　豊科支部　ノート・
画用紙・鉛筆セット各 248 組　豊科地域の小学 4 年生へ▷商工会明科支部青年部　部長　堀内秀一郎　絵本
28 冊　明科南保育園・明科北保育園へ各 14 冊▷株式会社テヅカ　代表取締役　手塚寿美子　ＣＤ１枚・英語
の絵本３冊（ＣＤ：Wee Simg　絵本：Where's Spot?/Dear Zoo/Picture Dictionary （CD 付））各 10 組　市内
小学校 10 校へ▷株式会社ノジマ　代表取締役社長　野島廣司　①ハイパワーアルカリ電池（単３・40 本入、
単４・40 本入り）各１個②４Ｋ液晶モニタ 43 インチ１個③コンベクションオーブン２箱④ＩＨクッキングヒー
ター８個⑤ 500ml ミネラルウォーター（24 本入）７箱⑥ダンスステーション１個⑦洗濯機２個　安曇野市へ
▷一般社団法人 Earth Color Project　代表理事　塩野梨紗　①『海の中のぞいた』10 冊②『世界で一番美し
い海の生き物図鑑』7 冊③『The Shark』『アシカ日和』『SEVEN SEAS』『WAO!』各 17 冊　安曇野市内小学
校 10 校、中学校 7 校へ

戦
没
者
等
の
死
亡
時
の
遺
族
で
、
要

件
に
該
当
す
る
人
に
、特
別
弔
慰
金（
記

名
国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
請
求
期

間
は
平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で
で
す
。

早
目
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の

遺
族
で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
（
基

準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ

る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」
等
を
受
け
る
人
（
戦
没
者
等
の

妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
一

人
に
支
給
。

（
1
）
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

（
2
）
戦
没
者
等
の
子

（
3
）
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹　

※
戦
没
者
等
の

死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い

る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替

わ
り
ま
す
。

（
4
）
上
記（
1
）～（
3
）以
外
の
戦
没

者
等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪

等
）　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

●
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
5
年
償

還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
間　

平
成
27
年
4
月
１
日
～

平
成
30
年
4
月
2
日

●
請
求
窓
口　

長
寿
社
会
課
福
祉
政
策

担
当
（
1
階
�
番
窓
口
）
※
請
求
者

の
住
所
地
を
管
轄
す
る
市
区
町
村
が

受
付
窓
口
と
な
り
ま
す
。先
順
位
の

遺
族
が
市
外
に
お
住
い
の
場
合
は
、該

当
者
の
住
所
地
の
市
区
町
村
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

成
人
検
診
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。
2
月
下
旬
に
各
家
庭
に
は
が
き

を
発
送
し
ま
す
。
申
請
者
に
は
、後
日
、

受
診
券
と
検
診
票
等
を
送
付
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

は
が
き
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
3
月
17
日
（
金
）
ま
で

に
郵
送
ま
た
は
、
穂
高
健
康
支
援
セ

ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
骨
・
歯
科
健
診
、
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
、

乳
房
超
音
波
検
診
、
若
年
者
健
診
に

つ
い
て
は
、
後
日
、
電
話
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
そ
の
他　

成
人
検
診
・
母
子
保
健
事

業
の
日
程
等
の
詳
細
は
、
3
月
上
旬

に
発
行
す
る
「
平
成
29
年
度
健
診
こ

よ
み
」
で
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
中
に
、市
制
度
資
金（
借

換
を
除
く
）
ま
た
は
、
市
経
由
で
県
制

度
資
金
の
融
資
を
受
け
た
場
合
、
融
資

実
行
か
ら
１
年
間
の
利
子
に
つ
き
、
一

定
の
要
件
に
よ
り
利
子
補
給
（
最
大
１

％
）
を
行
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
申

請
書
類
を
2
月
上
旬
ま
で
に
お
送
り
し

て
い
ま
す
。

●
申
込
期
限　

3
月
10
日
（
金
）
必
着

※
申
込
期
限
以
降
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
議
会
3
月
定
例
会
を
次
の
と
お
り

予
定
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
や
委
員
会

等
は
ど
な
た
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
本
会
議
の
ラ
イ

ブ
中
継
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

2
月
17
日
（
金
）
～
3
月
17

日
（
金
）（
予
定
）

●
時
間　

午
前
10
時
～

●
場
所　

市
役
所
3
階　

議
場

圧
雪
状
態
の
道
路
は
非
常
に
滑
り
や

す
く
、
冬
用
タ
イ
ヤ
で
も
安
心
で
き
ま

せ
ん
。
降
雪
（
凍
結
）
日
は
、
普
段
よ

り
も
早
め
に
行
動
し
、
余
裕
を
持
っ
た

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

冬
の
道
路
は
「
滑
る
も
の
」
と
心
得

て
、「
速
度
は
控
え
め
」
に
し
、
積
雪
・

凍
結
時
に
は
不
要
・
不
急
の
外
出
は
控

え
ま
し
ょ
う
。

せ

ら

知

お市
議
会
３
月
定
例
会
会
期
日
程

問
議
会
事
務
局

（

71
・
２
１
５
６ 

71
・
２
１
５
０
）

第
10
回
特
別
弔
慰
金

問
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

71
・
２
２
５
３ 

71
・
２
３
２
８
）

各
種
検
診
の
申
し
込
み

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

市
制
度
資
金
等
の
融
資
を
受

け
た
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

問
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

71
・
２
０
４
１ 

72
・
１
３
４
０
）

雪
道
の
運
転
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

問
地
域
づ
く
り
課
生
活
安
全
係

（

71
・
２
４
９
５ 

72
・
３
１
７
６
）

請

申

※はがきを開くと3面になり、
その中央が調査票となりま
す。対象が５人以上の場合、
はがきが複数枚になります。

３月は自殺対策強化月間　
問健健康推進課健康支援担当　481・0711　681・0703

3 月は自殺対策強化月間です。悩みを抱えた人の中には、人に相談できず、追い込まれてしまうこ
とがあります。そんな人たちが「自殺」の道を選んでしまわないよう、身近な人の悩みに気づき、耳
を傾けましょう。悩みを抱えている人は一人で苦しまず、身近な人や専門機関に相談しましょう。

くらしと健康の相談会
失業・倒産・家庭問題等について、弁護士による法律相談と、保健福祉事務所保健師による心の健

康を含む健康相談を行います。
●日時　3 月１日・8 日・15 日・22 日・29 日（各水曜日）①午前 10 時～正午　②午後 1 時～ 3 時
●場所　松本保健福祉事務所相談室（松本市大字島立 1020 松本合同庁舎内）　●参加費　無料
●申し込み　事前申し込みが必要です。希望相談日の 2 日前までに電話で申し込みください。
●申し込み・問い合わせ　松本保健福祉事務所健康づくり支援課保健衛生第一係（440・1938）

司法書士と精神保健福祉士によるこころ・いのちと法律の無料電話相談会
その悩み、一人で抱え込まずに専門家に相談しましょう。

●日時　3 月 4 日（土）午前 10 時～午後４時　●費用　相談料無料　●その他　秘密は厳守します。
●専用電話番号　0120・448・788（フリーダイヤル）※当日のみの専用（臨時）の番号です。
●問い合わせ　長野県司法書士会（長野市妻科 399）　uhttp://www.na-shiho.or.jp/
（4026・232・7492　6026・232・6699）
長野県精神保健福祉士協会（472・8400　672・9351）

松本あすなろの会（中信地域自死遺族交流会）
大切な人を突然失ったという、つらく苦しい気持ちを語り合い、支え合っていける場です。同じよ

うな体験をもつ仲間の中で、安心して気持ちを開くことによって、心が癒されていきます。
●日時　3 月 25 日（土）午後１時 30 分～ 3 時 30 分　●場所　申込時にお伝えします
●対象　家族を自死で亡くされた人（親・配偶者・兄弟・子ども）※対象者以外の参加はできません
●費用　100 円（お茶代）　●その他　秘密は守られます。
●申し込み・問い合わせ　松本保健福祉事務所健康づくり支援課保健師（440・1938）
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市県民税・所得税の申告相談会

　申告相談会は豊科・穂高の 2 会場のみです。
　右表のとおり申告相談会を開催しますので、都合
の良い日に会場へお越しください。

●開場時間　午前 8 時 15 分
●受付時間　▷午前の部　午前 8 時 30 分～ 11 時
　　　　　　▷午後の部　午後 1 時～ 4 時
問税務課市民税担当（471・3111　672・2065）

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

皆
さ
ん
へ

自
宅
で
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す

3
月
15
日
（
水
）
ま
で
の
確
定
申
告

期
間
中
、
確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑

し
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利
用
す
る
と
、

自
宅
で
確
定
申
告
書
の
作
成
が
で
き
、

郵
送
等
で
提
出
で
き
ま
す
の
で
利
用
く

だ
さ
い
。

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
へ

確
定
申
告
不
要
制
度
の
お
知
ら
せ

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に

は
所
得
税
の
確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い
場

合
で
も
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
や
確

定
申
告
書
の
提
出
が
要
件
と
な
っ
て

い
る
控
除
（
例
え
ば
、
純
損
失
や
雑

損
失
の
繰
越
控
除
等
）
の
適
用
を
受

け
る
場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
ま
た
、
平
成
27
年
分
以
後
は
、
外
国

の
制
度
に
基
づ
き
国
外
に
お
い
て
支

払
わ
れ
る
年
金
等
源
泉
徴
収
の
対
象

と
な
ら
な
い
公
的
年
金
等
を
受
給
さ

れ
て
い
る
人
は
、
こ
の
制
度
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

青
色
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

青
色
申
告
会
の
協
力
に
よ
り
「
青
色

相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。
青

色
申
告
の
特
典
や
青
色
申
告
会
等
を
説

明
し
ま
す
の
で
、
利
用
く
だ
さ
い
。

●
豊
科
会
場

▽
日
程　

3
月
１
日（
水
）・
3
日（
金
）・

6
日
（
月
）

▽
場
所　

市
役
所
１
階　

�
番
窓
口

●
穂
高
会
場　

▽
日
程　

3
月
2
日
（
木
）

▽
場
所　

穂
高
支
所
別
館
2
階　

大
会

議
室

【
青
色
相
談
共
通
事
項
】

▽
時
間　

①
午
前
9
時
30
分
～
正
午　

②
午
後
１
時
～
3
時
30
分

昨
年
の
申
告
状
況
を
も
と
に
市
県
民

税
の
申
告
書
を
１
月
に
発
送
し
ま
し

た
。
申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や

平
成
28
年
中
に
収
入
が
な
い
場
合
も
、

次
に
該
当
す
る
人
は
市
県
民
税
の
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。
市
県
民
税
の
申
告

書
は
税
務
課
（
１
階
�
番
窓
口
）、
各

支
所
地
域
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
申
告
が
必
要
な
人　

▽
国
民
健
康
保

険
加
入
者
お
よ
び
そ
の
世
帯
主
▽
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
お
よ
び

そ
の
世
帯
員
▽
介
護
保
険
加
入
者
お

よ
び
そ
の
世
帯
員
▽
市
外
に
住
ん
で

い
る
親
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人

▽
収
入
が
な
い
、
ま
た
は
非
課
税
収

入
の
み
で
、
税
法
上
の
扶
養
に
な
っ

て
い
な
い
人
▽
所
得
証
明
書
な
ど
が

必
要
な
人
▽
所
得
要
件
の
あ
る
各
種

制
度
の
申
請
を
す
る
人

専門家に相談して問題解決！
問地域づくり課市民相談室　471・2496　672・3176

簡易裁判所～民事トラブルを簡易迅速に解決～
簡易裁判所の簡易迅速な解決につながる 4 つ

の手続を紹介します。
①通常訴訟手続　原則として 140 万円までの請

求について、判決による終局的な解決を図る
手続です。

②少額訴訟手続　60 万円までの金銭の請求に限
り、原則として１回の審理で終了する訴訟手
続です。

③民事調停手続　裁判官と民間から選ばれた 2
人以上の民事調停委員とで構成される調停委
員会が、当事者双方の言い分を聴き、話し合
いによる解決を図る手続です。

④支払督促手続　金銭等の支払を求める請求に
ついて、裁判所へ出頭することなく、書類の
審査のみで、迅速に解決を図る手続です。
簡易裁判所の民事の手続についてもっと詳し

く知りたい人は、裁判所ウェブサイトの「裁判
手続の案内」ページの「簡易裁判所の民事事件
Ｑ＆Ａ」をご覧ください。
uhttp://www.courts.go.jp/saiban/qa_kansai/

index.html
●問い合わせ　長野地方裁判所事務局総務課
　庶務係　4026・403・2008
投資被害 110 番　無料電話相談

県弁護士会では、県内で多発している投資に
からむ消費者被害について、無料電話相談を行
います。被害の対象は、株式・社債・生命保険・

先物取引等、どのような案件でも構いません。
●日時　2 月 24 日（金）午前 10 時～午後 5 時
　▷相談専用ダイヤル　4026・217・8477
●問い合わせ　上條　剛弁護士　434・4466
県弁護士会　4026・232・2104
司法書士による相続登記無料相談月間　

県司法書士会では、2 月を「相続登記はお済
みですか月間」と定め、相続登記に関する無料
相談を行います。
●日時　2 月１日（水）～ 28 日（火）午前 9 時

～午後 4 時（土・日・祝日を除く）
●場所　県内各司法書士事務所
●予約　相談する事務所に問い合わせください。
●問い合わせ　県司法書士会　4026・232・7492
司法書士による登記・法律無料相談

土地や建物の相続登記や、会社・法人などの
設立登記、裁判所への提出書類の作成など、司
法書士が関連する相談に応じます。
●日時　3 月 15 日（水）①午前 9 時～正午
　②午後１時～４時
●場所　市役所 2 階　相談室 211
●定員　12 人（先着順）
●申し込み　3 月 8 日（水）

から市民相談室に電話で
申し込みください。（受付
時間は午前 9 時～午後 5 時）

告

申

の

税市
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
は

3
月
15
日（
水
）ま
で

市
県
民
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

問
税
務
課
市
民
税
担
当

（

71
・
３
１
１
１ 

72
・
２
０
６
５
）

所
得
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

問
松
本
税
務
署（
自
動
音
声
案
内
）

（

32
・
２
７
９
０
）

●申告相談会の日程・会場
会場

日程
市役所

１階 17 番窓口
穂高支所別館
２階大会議室

２月

16 日（木） 開催日 開催日～ 17 日（金）
20 日（月） 開催日 開催日～ 24 日（金）
26 日（日） ＜休日相談会＞ ー
27 日（月） 開催日 開催日～ 28 日（火）

３月

１日（水） 開催日 開催日～３日（金）
６日（月） 開催日 開催日～ 10 日（金）

13 日（月） 開催日 開催日～ 15 日（水）

相 談

各種情報
日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　持＝持ち物
申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

茶のみ友だちよっといで !!
～じじばばが子どもたちに
伝えたいこと～

子どもたちに伝えたいことを
テーマに、一緒にお茶を飲み
ながらおしゃべりしませんか
? 五十嵐千恵さんによる笑い
ヨガもあります。

日：３月 23 日（木）
午後１時 30 分～３
時 30 分

場：ささえあいセンタ
ーにじ

対：どなたでも
費：200 円

申：不要
問：茶のみ友だち

よっといで !! 中槇さん
4090・7266・7196

第 92回ナイスハートバザー
ル in 松本
～障がい者施設等の製品展
示販売会～

中信地区の障がい者福祉施設
作業所の製品を一堂に集めた
展示販売会にお出掛けくださ
い。

日：①２月 25 日（土）
午前 10 時～午後５
時②２月 26 日（日）
午前 10 時～午後４
時

場：アイシティ 21　
イベント広場

定：なし 問：松本圏域障害者総合
相談支援センターあるぷ

431・5844
682・8864
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健康

育児
＋プラス

●
申
請
方
法　

70
歳
以
上
の
対
象
者
に

は
2
月
中
旬
に
往
復
は
が
き
で
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
右
記
を
参

考
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
信

部
を
切
り
取
り
、
申
請
書
面
に
個
人

情
報
保
護
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
ポ
ス
ト

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
69
歳
以
下

の
対
象
者
に
は
封
書
に
て
案
内
し
ま

割
引
券
を
利
用
す
る
人
は
ハ
ガ
キ

が
届
い
た
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い

対
象
者
に
は
2
月
中
旬
に
案
内
と
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
利
用
す
る

人
は
記
入
例
を
参
考
に
、
必
要
事
項
を

明
記
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。　

●
対
象　

▽
平
成
29
年
4
月
1
日
（
基

準
日
）
現
在
で
70
歳
以
上
の
人
▽
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
3
級
ま
で

の
手
帳
を
所
有
し
て
い
る
人
▽
基
準

日
現
在
で
有
効
な
療
育
手
帳
、
ま
た

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所

有
し
て
い
る
人

●
利
用
方
法　

▽
登
録
さ
れ
た
市
内
の

入
浴
施
設
の
受
付
に
割
引
券
を
渡

し
、
３
０
０
円
割
引
い
た
料
金
を
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
。
▽
割
引
券
は
１

回
の
入
浴
で
１
枚
の
み
利
用
で
き
、

入
浴
料
金
以
外
の
割
引
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
▽
割
引
券
は
交

付
さ
れ
た
人
以
外
は
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

●
割
引
券
の
利
用
期
間　

翌
年
3
月
31

日
ま
で

●
利
用
で
き
る
施
設　

市
内
公
共
入
浴

施
設
の
ほ
か
、
民
間
の
入
浴
施
設
で

市
に
登
録
を
し
た
施
設
で
も
利
用
で

き
ま
す
。

※
割
引
券
を
交
付
す
る
際
に
施
設
の
一

覧
を
同
封
し
ま
す
。

声
掛
け
を
し
な
が
ら
楽
し
く

マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま
し
ょ
う

赤
ち
ゃ
ん
は
生
後
3
カ
月
頃
に
な
る

と
、
脳
（
視
床
下
部
）
が
働
き
始
め
、

生
活
リ
ズ
ム
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
朝
は
自
分
の
力
で

目
覚
め
、
夜
は
ま
と
め
て
眠
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
た
く
さ
ん
赤
ち
ゃ
ん
と

触
れ
合
っ
た
り
、
声
掛
け
を
し
た
り
す

る
こ
と
は
脳
（
視
床
下
部
）
の
発
達
に

と
て
も
重
要
で
す
。
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
で
赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
と
き
は

楽
し
い
こ
と
が
始
ま
る
と
い
う
雰
囲
気

を
作
り
、
寒
い
時
期
に
は
部
屋
と
マ
ッ

サ
ー
ジ
す
る
人
の
手
を
十
分
に
温
め
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

育
児
教
室
は
健
診
こ
よ
み
で
確
認

生
後
2
カ
月
～
3
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん

を
対
象
に
、
育
児
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
育
児
の
お
話
や
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
も
行
い
ま
す
。

教
室
の
日
程
等
は
、
3
月
に
配
布
す

る
健
診
こ
よ
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
教
室
の
対
象
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
ら
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

す
。

●
割
引
券
の
交
付　

3
月
15
日
（
水
）

ま
で
に
申
請
書
が
到
着
し
た
分
は
4

月
初
旬
に
郵
送
で
送
り
ま
す
。（
以

降
も
随
時
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。）

※
今
年
度
配
布
し
た
無
料
入
浴
券
は
有

効
期
限
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●記入例（69 歳以下の対象者は申請書の内容が一部異なります。）

●ベビーマッサージの例

※
利
用
者
と
申
請
者
が
同
じ
場
合
は

記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

肩から手先、肩か
ら足先を大きなス
トロークでマッサ
ージ。

足を両手で温めてシ
ュー。（③～⑤を反対
側の足もやりましょ
う。）

へそを中心に片手
で「の」の字を描
くように。
① を も う 一 度 行
い、前はおしまい
の合図。

両太ももの付け根
から足先に向けて
左右同時に包み込
むようにシュー。

赤ちゃんの肩に両
手を置いて指先に
向かってシュー。

うつぶせにして、
肩から手先、肩か
ら足先までを大き
なストロークでマ
ッサージ。

足を伸ばして片足ず
つかかとを手で支え
て、外側、内側を順
番にシュー。

親指でやさしく
円を描くように
手の平をもみま
す。

くるくるリズミ
カルにらせんを
描いて腰肩まで
マッサージ。

親指と人差し指
で足の指を挟ん
でポンと抜きま
す。

胸はやさしく両手
で描くように３本
の指で外へくるく
るとマッサージ。

くるくる両方一
緒にヒップアッ
プ。⑩をもう一
度。後ろもおし
まいの合図をし
て、終了。

29 ○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○

①

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

② ③ ④ ⑤ ⑥

70歳以上
の皆さんへ

子育て中の
皆さんへ

希望者に入浴割引券を配布
４枚の無料券から 24 枚の割引券へベビーマッサージで脳の成長を促しましょう

４月から、70 歳以上の人や一定の障がいのある人で、申請を行った人に
対して市内の保養施設で使える入浴割引券を配布します。これまで対象者全
員に４枚配布していた無料入浴券に代わり、希望者に入浴料金から 300 円
を割引する券を、年間 24 枚交付します。利用を希望する人は忘れずに申請
してください。

問長寿社会課長寿福祉係　471・2254　671・2328

生後３カ月頃は赤ちゃんの脳が一生で一番成長する時期ともいわれています。日頃
から声を掛けながらベビーマッサージで赤ちゃんと触れ合って、コミュニケーション
をとりましょう。

問健健康推進課健康支援担当　481・0711　681・0703

豊科 6000

豊科 6000

安曇野　太郎

安曇野　花子

71-2000
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3月（March）の予定
3 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

９日（木）	（予約日：2日（木））・23日（木）（予約日16日（木））
場市役所 2 階　相談室 211
時 13：30～16：30　※ひとり 20 分
問市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）
※電話予約…予約日の9時～12時
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士会による無料法律相談  要予約

介護相談　　　　時平日 8：30 ～ 17：00　

場問中央地域包括支援センター（市役所 1 階）
　　（℡72-9986・FAX71-2503）
場問北部地域包括支援センター（穂高支所内）
　　（℡81-0760・FAX88-3711）　
場問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･ひとり親家庭･女性の相談 要予約
毎週月～金曜日　時 8：30 ～ 17：00　※ 20 日は行いません
場問子ども支援課家庭児童相談室（℡71-2265・FAX72-2065）

消費生活相談　時平日8:30～17:15 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（市役所 2 階）
　　（℡直通71-2100、携帯090-5203-2011・FAX 72-3176）
※消費者ホットライン（局番なし）188 番「嫌や！（イヤヤ！）」

3月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

９日（木） 場市役所 4 階　会議室 401　※生活相談も含む

９日（木） 場市役所 3 階　相談室 311

労働に関する相談　　　
3月の児童館の予定

･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費　休館日 ･･･日曜・祝日
※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。
　各事業の詳細は地域の児童館までお問い合わせください。
※キッズパークは就園前親子の皆さんが対象の登録制サークルです。

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
※ 1 回の相談時間 50 分で 3 枠。予約は前日の正午まで。
17日（金） 場市役所3階　相談室311　※ 40 歳代前半まで

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

5日（日） 12日（日） 19日（日） 20日（月）春分の日 ２６日（日）
古 川 医 院

82-4385【穂高】
小 田 切 医 院

83-6025【穂高】
平 林 医 院

62-2227【明科】
村 山 医 院

82-2101【穂高】
古 川 整 形 外 科 医 院

82-8880【穂高】

神 谷 小 児 科 医 院
72-5162【豊科】

根 津 内 科 医 院
82-8382【穂高】

中 田 医 院
82-2339【穂高】

前 角 整 形 外 科 医 院
82-1478【穂高】

髙 橋 医 院
82-2561【穂高】

も も せ ク リ ニ ッ ク
77-1188【三郷】

丸 山 内 科 ク リ ニ ッ ク
72-6188【豊科】

た か は し ク リ ニ ッ ク
77-7880【三郷】

あ さ ひ 内 科 ク リ ニ ッ ク
50-8075【豊科】

土 屋 ク リ ニ ッ ク
71-1811【豊科】

天 野 歯 科 医 院
73-4182【豊科】

ち か ぞ え 歯 科 医 院
88-7770【豊科】

アルプス歯科クリニック
77-8901【三郷】

か え で 歯 科 医 院
82-4105【穂高】

い さ つ 歯 科 医 院
73-0648【豊科】

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日　※ 20 日は行いません

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡73-1624・FAX72-2204）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日　※ 20 日は行いません

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX72-2204）
※電話相談可。まずはお電話ください。

16日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見など）
場市役所 2 階相談室 211・212
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

６日（月）・★ 21日（火）	 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
７日（火）・★ 21日（火）	 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
８日（水）・★ 22日（水）	 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
９日（木）・★ 23日（木）	 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
10日（金）・★ 24日（金）	 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）

母乳・育児相談 ※母乳相談は要予約　時 9:30 ～ 11:00

2・16日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
7・21日（火）	場問明科保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
8・22日（水）	場問豊科保健センター（℡81-0713・FAX81-0703）
9・23日（木）	場問三郷保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）

　　14日（火）	場問堀金保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

こころの相談

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～
ユニオンサポートセンターの相談会  要予約 	 時 18:00 ～ 20:00

中信労政事務所の相談会 	 時 13:00 ～ 16:00

2日（木）・6・13・27（月）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～

9・16・23日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 13:30 ～

3日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

1・8・15・22・29日（水）　
場豊科公民館 2 階和室
問健康推進課健康支援担当（℡81-0711・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。※ 1・15 日は家族会

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152

	読み聞かせ	 13日（月）	 11：00 ～ 11：20
	みんなあつまれ！ ママキッズビクス	 14日（火）	 10：30 ～ 11：30
要予約   

	育児相談	 24日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 春休みお楽しみ企画 スライム・ブーメランを作って遊ぼう
		  28日（火）	 14：00 ～ 16：00
	 要予約 100円   対象：小学生　定員 60人

★高家児童館 TEL・FAX72-5685

	 育児相談 	 10日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 読み聞かせ	 16日（木）	 11：00 ～
	 春休み高家企画～パフォーマンスショー～	
	 出演者：軽業ぱふぉーまー健山	 24日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 予約不要　参加費無料

TEL・FAX83-5494★穂高北部児童館

	読み聞かせ	 3・10・17日（金）	 11：00 ～ 11：20
	わらべうた 	 6・13・27日（月）	 11：10 ～
	みんなあつまれ！	 10日（金）	 10：30 ～ 11：30

	 3 月生まれハッピーバースディ♡

	育児相談・身体測定	 17日（金）	 10：30 ～ 12：00

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６

	子育て勉強会 アロマ講座
	 要予約 300円   定員 15組　託児あり	

1日（水）	 10：30 ～ 11：00

	 ファミリーサポート登録会	 2日（木）	 10：30 ～
	 登録無料　持ち物：印鑑

	読み聞かせ	 3日（金）	 11：00 ～ 11：20
	育児相談	 10日（金）	 10：00 ～ 12：00
	お下がり会  要予約  	 13日（月）	 10：30 ～ 11：00

TEL・FAX82-2527★穂高西部児童館

	育児相談・身体測定	 3日（金）	 10：30 ～ 12：00	 ★身体測定は 10：00 ～ 12：00

	読み聞かせ	 27日（月）	 11：00 ～ 11：20

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126

	キッズパーク ありがとう会
	 要予約 100円 	 1日（水）・2日（木）	 10：30 ～ 11：30
対象：1日（水）は 1歳児、2日（木）は 0歳児　定員：各 5組

	子育て勉強会 料理の基本
	 要予約 100円   定員 15組　託児あり	

7日（火）	 10：30 ～ 12：00

	 チャレンジタイム そば打ち体験	 11日（土）	 10：30 ～ 12：00
	 要予約 100円   対象：小学生　定員：20人

	 育児相談・身体測定	 13日（月）	 10：00 ～ 12：00

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621

	 チャレンジタイム ホワイトデーのクッキーづくり
	 要予約   対象：小学生・幼児親子	 11日（土）	 10：30 ～ 11：30
定員20組　持ち物：エプロン・三角巾・マスク・手ふき・クッキーの型（ある人）

	 ファミリーサポート登録会	 14日（火）	 10：30 ～
	 登録無料　持ち物：印鑑

	読み聞かせ	 15日（水）	 11：00 ～ 11：20
	 育児相談・身体測定	 17日（金）	 10：30 ～ 12：00

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124

	読み聞かせ	 3日（金）	 11：00 ～
	 読み聞かせ 対象：小学生	 9日（木）	 16：00 ～
	 育児相談	 10日（金）	 11：00 ～ 12：00

	子育てお話会	 10日（金）	 10：30 ～ 11：00
	 クライミング教室 	 18日（土）	 10：00 ～ 11：45
	 要予約   対象：小学生以上 定員 20 組　持ち物：飲み物・運動靴

	 ひまわり３館お楽しみ企画 	 22日（水）	 10：15 ～ 12：00
	 要予約   対象：小学生・幼児親子　定員 70組

	みんなあつまれ！ 春を呼ぶお茶会	 2日（木）	 10：30 ～ 11：30
	要予約 150円  　定員 15組

	 育児相談 	 10日（金）	 10：30 ～ 12：00
	読み聞かせ	 13日（月）	 11：00 ～

	 チャレンジタイム ドッジボール大会
		 対象：小学生以上	 22日（水）	 10：00 ～ 11：00
	 卓球教室 対象：小学生以上	 25日（土）	 14：00 ～ 15：00
	 チャレンジタイム テープごま	 29日（水）	 10：30 ～ 12：00

要予約   対象：小学生以上

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122

24日（金）場穂高会館　※人権相談　
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権よろず困りごと相談　時10：00 ～ 15：00 

※予約は前日の 17：00 まで

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）

平成 29 年度　キッズパーク参加者募集
児童館では平成 29 年度キッズパークの登録受付を行います。
キッズパークは季節の行事や親子体操、おやつ作りなど楽しむほか、参加者の皆さんで計画し進めていただく自主活動もあります。保護
者の皆さんの仲間作りやリフレッシュにもなるキッズパークにぜひご登録ください。
　詳しくは、児童館に備え付けのチラシをご覧ください
●対象　　　　市内在住の就園前乳幼児親子
●クラス分け　2 歳児以上クラス、1 歳児クラス、0 歳児クラス
●実施期間　　4 月～翌年 3 月の期間で、25 回程度
●申込期間　　3 月 10 日（金）～ 3 月 16 日（木）
●申し込み　　お住まいの地域の児童館の窓口で申し込みください。
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本 　 庁 　舎	 〒399-8281	 長野県安曇野市豊科6000番地	 TEL 0263-71-2000	 FAX 0263-71-5000

穂 高 支 所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 	 FAX 0263-82-6622

三 郷 支 所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 	 FAX 0263-77-6060

堀 金 支 所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 	 FAX 0263-72-4900

明 科 支 所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 	 FAX 0263-62-4747
古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

人口と世帯 2017.2.1 現在（　）内は対前月比
人口　97,997 人（－ 102）男 47,509 人（－ 41）女　50,488 人（－ 61）
世帯　38,852 世帯（－ 7）　※住民基本台帳に基づく人口および世帯数

第３回信州安曇野ハーフマラソン　ボランティア募集！

皆さんの支えが
ランナーの力に！

本年６月４日（日）に開催する「第３回信州安曇野ハーフマラソン」の大会運
営を支えるボランティアを募集します。皆さんの「安曇野流おもてなし」で大
会を一緒に作り上げませんか。

募集内容　
■日時
　６月４日（日）※活動時間は内容により異なります
■場所

豊科南部総合公園（スタート・フィニッシュ会場）また
は市内コース沿道

■内容
▷コース沿道整理　▷ランナーへの給水　▷フィニッ
シュ後のランナーサービス　▷手荷物預かり等

■対象 
大会当日に小学校４年生以上であること（小学生は保護者同伴・団体の場合は責任者が同伴）

■その他
主催者で傷害保険に加入します。また、ボランティア用大会オリジナルＴシャツを贈呈します。

■申し込み
申込用紙に必要事項を記入の上、郵送・ファクス・メールで送付いただくか、ながの電子サー
ビスから申し込みください。申込用紙は市ホームページ、市役所または各支所で入手できます。 

■送付先 
〒 399-8281（住所記載不要）信州安曇野ハーフマラソン実行委員会事務局宛て

　672-1340　mkankokoryu ＠ city.azumino.nagano.jp

■問い合わせ
信州安曇野ハーフマラソン実行委員会事務局（472・2239　672・1340）
大会ホームページ　uhttp://azumino-marathon.com/index.html

スポーツ振興くじ助成事業（申請中）

5/9（火）
まで

ながの電子サー
ビスからの申し
込みはこちら

本庁舎夜間・休日開庁日

時間延長窓口3月7日（火）・21日（火）
 （午後５時15分から８時まで）
休日開庁日3月26日（日）
 （午前８時30分から午後4時まで）
※転出入・転居等一部業務のみ取り扱い

ます。事前に問い合わせください。


